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インフラ

NVA-1148 ： NetApp HCI with Red Hat Virtualization

ネットアップ、 Alan Cowles 、 Nikhil M Kulkarni 氏

NetApp HCI with Red Hat Virtualization は、信頼性の高い方法でオンプレミスの仮想データセンター環境を導

入するための、検証済みのベストプラクティスアーキテクチャです。

このアーキテクチャリファレンスドキュメントは、設計ガイドとしても、 NetApp HCI 上の Red Hat

Virtualization 解決策の導入検証としても使用できます。本ドキュメントで説明しているアーキテクチャは、ネ

ットアップと Red Hat のエキスパートによって検証されたものであり、お客様の社内データセンター環境で

NetApp HCI を使用してエンタープライズ仮想データセンターを導入する際のベストプラクティスとして利用

できます。

ユースケース

Red Hat Virtualization 解決策上の NetApp HCI for Red Hat OpenShift は、次のユースケースでお客様に卓越し

た価値を提供するように設計されています。

1. NetApp HCI でオンデマンドで拡張できるインフラ

2. Red Hat Virtualization におけるエンタープライズ仮想ワークロード

NetApp HCI と Red Hat の価値提案と差別化 仮想化

この仮想インフラ解決策には、 NetApp HCI が次のようなメリットがあります。

• コンピューティングとストレージを個別に拡張できる分離型アーキテクチャ。

• 独立した NetApp HCI ストレージノードで仮想化のライセンスコストやパフォーマンスへの影響がゼロに

なりました。

• NetApp Element ストレージは、ストレージボリュームごとに Quality of Service （ QoS ；サービス品質

）を提供し、 NetApp HCI 上のワークロードのストレージパフォーマンスを保証して、隣接するワークロ

ードがパフォーマンスに悪影響を与えないようにします。

• ネットアップのデータファブリックを使用すると、オンプレミスからオンプレミスの場所にデータをレプ

リケートしたり、クラウドにレプリケートしたりして、データが必要な場所にデータを移動することがで

きます。

• ネットアップサポートまたは Red Hat サポートによるサポート。

NetApp HCI デザイン

NetApp HCI は、業界初の分離型ハイブリッドクラウドインフラであり、広く認められているハイパーコンバ

ージドソリューションのメリットを提供します。TCO の削減、仮想化ワークロードの導入、導入、管理の容

易さなどのメリットがあります。また、企業のお客様は、コンピューティングリソースとストレージリソース

を必要に応じて個別に拡張できます。NetApp HCI と Red Hat Virtualization は、 Red Hat Enterprise Linux を

ベースとしたオープンソースのエンタープライズ仮想化環境を提供します。

NetApp HCI は、即応性に優れたターンキーインフラプラットフォームを提供することで、エンタープライズ

クラスの仮想化およびコンテナ化されたワークロードを迅速に実行できます。NetApp HCI は、中核的な機能

として、予測可能なパフォーマンス、コンピューティングリソースとストレージリソースのリニアな拡張性、
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シンプルな導入と管理を実現します。

予測性

マルチテナント環境における最大の課題の 1 つは、すべてのワークロードに対して予測可能な一貫したパフ

ォーマンスを提供することです。複数のエンタープライズクラスのワークロードを実行すると、リソースの競

合が発生し、 1 つのワークロードが別のワークロードのパフォーマンスを妨げます。NetApp HCI は、

NetApp Element ソフトウェアに標準で搭載されているストレージの QoS （サービス品質）制限に関するこ

の問題を軽減します。Element を使用すると、すべてのアプリケーションとボリュームをきめ細かく制御で

き、ノイジーネイバーの排除や、エンタープライズクラスのパフォーマンス SLA の達成に役立ちま

す。NetApp HCI のマルチテナンシー機能は、パフォーマンスに関する従来の問題の多くを解消するのに役立

ちます。

柔軟性

旧世代のハイパーコンバージドインフラには、通常、固定のリソース比率が必要で、導入できるノード数は 4

ノード構成と 8 ノード構成に制限されていました。NetApp HCI は分離型ハイパーコンバージドインフラで、

コンピューティングリソースとストレージリソースを個別に拡張できます。個別に拡張できるため、コストの

かかる非効率的なオーバープロビジョニングが回避され、コントローラ仮想マシン（ VM ）のオーバーヘッド

による HCI の無駄なコストが 10~30% 削減され、容量やパフォーマンスの計画が簡単になります。NetApp

HCI は、小規模、中規模、大規模のストレージとコンピューティングを組み合わせた構成が可能です。

アーキテクチャ設計の選択肢によって、ニーズに合わせて確実に拡張できるため、コアティア 1 データセン

ターのアプリケーションやプラットフォームにも HCI を活用できます。NetApp HCI は、シャーシまたはノー

ドレベルのビルディングブロックで構築されています。各シャーシは、ストレージノードとコンピューティン

グノードを混在させる構成で 4 つのノードを保持できます。

シンプル

IT コミュニティでは、導入の簡易化と日常業務の自動化が推進されています。このため、ユーザミスのリス

クを排除しつつ、より興味深い価値の高いプロジェクトにリソースを解放することが重要になりま

す。NetApp HCI は、導入と継続的管理を簡易化することで、 IT 部門の即応性と対応力を高めます。

ビジネスバリュー

Red Hat 製品を使用してオープンソースのデータセンターで仮想化を実行する企業は、本ドキュメントで説明

する設計、導入、ベストプラクティスに従うことで、この解決策の価値を実現できます。NetApp HCI で RHV

を詳細に設定することで、エンタープライズ仮想化解決策の一部として導入することで、次のようなメリット

が得られます。

• スタックのすべてのレイヤで高可用性を実現します

• 導入手順を徹底的に文書化

• ハイパーバイザーやマネージャ VM のノンストップオペレーションとアップグレードが可能

• 管理を容易にする API ベースのプログラム可能なインフラ

• パフォーマンスを保証するマルチテナンシー

• KVM に基づいて仮想ワークロードを実行する機能 エンタープライズクラスの機能とサポート

• ワークロードのニーズに応じてインフラを個別に拡張できること

NetApp HCI と Red Hat の仮想化ソリューションを使用すると、これらの課題に対応し、解決策の導入に検証

済みアーキテクチャを実装することで各問題に対処できます。
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テクノロジの概要

NetApp HCI for Red Hat Virtualization では、完全に統合された本番環境レベルの仮想データセンターを導入し

て、次の機能を利用できます。

• NetApp HCI のコンピューティングノードとストレージノード

◦ ハイブリッドクラウドワークロード向けに設計された、エンタープライズクラスのハイパーコンバー

ジドインフラ

◦ NetApp Element ストレージソフトウェア

◦ NVIDIA GPU のオプションを含む、 Intel ベースのサーバコンピューティングノード

• Red Hat 仮想化

◦ 仮想インフラの導入と管理に使用するエンタープライズハイパーバイザー解決策です

NetApp HCI

NetApp HCI は、エンタープライズ規模で自由度の高いハイブリッドクラウドインフラ（ HCI ）解決策です。

即応性、拡張性、管理性に優れた 2 ラックユニット（ 2RU ）の 4 ノードビルディングブロックに、コンピュ

ーティングリソースとストレージリソースを提供します。また、 1RU のコンピューティングノードとサーバ

ノードで構成することもできます。最小の導入は、 4 つの NetApp HCI ストレージノードと 2 つの NetApp

HCI コンピューティングノードで構成されます。コンピューティングノードは、 HA クラスタで RHV - H ハ

イパーバイザーとしてインストールされます。この最小構成は、 NetApp HCI ストレージノードやコンピュー

ティングノードを追加して利用可能なリソースを拡張することで、お客様のエンタープライズワークロードの

ニーズに合わせて簡単に拡張できます。

NetApp HCI for Red Hat Virtualization の設計は、最小構成で次のコンポーネントで構成されています。

• NetApp Element ソフトウェアを実行する NetApp H シリーズオールフラッシュストレージノード

• Red Hat Virtualization RHV-H を実行する NetApp H シリーズコンピューティングノード ハイパーバイザ

ー

NetApp HCI のコンピューティングノードとストレージノードの詳細については、を参照してください

"NetApp HCI データシート"。
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NetApp Element ソフトウェア

NetApp Element ソフトウェアは、拡張性に優れたモジュラ型のパフォーマンスを提供し、ストレージノード

ごとに容量とスループットを保証します。ボリュームごとのストレージ QoS ポリシーを指定して、要件がき

わめて厳しいワークロードにも専用のパフォーマンスレベルをサポートすることもできます。

iSCSI ログインのリダイレクトと自己回復機能

NetApp Element ソフトウェアは、 iSCSI ストレージプロトコルを使用します。これは、従来の TCP/IP ネッ

トワークに SCSI コマンドをカプセル化する標準的な方法です。SCSI 標準が変更された場合や、イーサネッ

トネットワークのパフォーマンスが向上した場合、 iSCSI ストレージプロトコルには変更を加える必要があ

りません。

すべてのストレージノードには管理 IP とストレージ IP が設定されますが、 NetApp Element ソフトウェア

は、クラスタ内のすべてのストレージトラフィックについて、ストレージ仮想 IP アドレス（ SVIP アドレス

）を 1 つアドバタイズします。iSCSI のログインプロセスでは、ストレージはターゲットボリュームが別のア

ドレスに移動されたことを応答するため、ネゴシエーションプロセスを続行できません。その後、ホスト側の

再設定を必要としないプロセスで、ホストはログイン要求を新しいアドレスに再発行します。このプロセス

は、 iSCSI ログインリダイレクトと呼ばれます。

iSCSI ログインリダイレクトは、 NetApp Element ソフトウェアクラスタの重要な要素です。ホストログイン

要求を受信すると、ノードは、 IOPS とボリュームの容量要件に基づいて、トラフィックを処理するクラスタ

のメンバーを決定します。ボリュームは NetApp Element ソフトウェアクラスタ全体に分散され、単一のノー

ドがボリュームのトラフィックを大量に処理している場合や新しいノードが追加された場合に再配置されま

す。特定のボリュームの複数のコピーがアレイ全体に割り当てられます。この方法では、ノード障害のあとに

ボリュームの再配分が発生しても、ログアウトして新しい場所にリダイレクトしてログインした場合を超えて

ホスト接続には影響はありません。iSCSI ログインリダイレクションを使用する NetApp Element ソフトウェ

アクラスタは、無停止のアップグレードと運用が可能な自己回復型のスケールアウトアーキテクチャです。

NetApp Element ソフトウェアクラスタの QoS

NetApp Element ソフトウェアクラスタでは、 QoS をボリューム単位で動的に設定できます。ボリュームご

との QoS 設定を使用して、定義した SLA に基づいてストレージパフォーマンスを制御できます。QoS は、

次の 3 つの設定可能なパラメータで定義されます。

• * 最小 IOPS 。 * NetApp Element ソフトウェアクラスタがボリュームに提供する平常時の最小 IOPS 。ボ

リュームに設定された最小 IOPS は、そのボリュームに対して最低限保証されるパフォーマンスレベルで

す。ボリュームごとのパフォーマンスがこのレベルを下回ることはありません。

• * 最大 IOPS 。 * NetApp Element ソフトウェアクラスタが特定のボリュームに提供する平常時の最大

IOPS 。

• * Burst IOPS 。 * 短時間のバースト時に許容される最大 IOPS 。バースト期間の設定は、デフォルトの 1

分に設定できます。ボリュームが最大 IOPS レベル未満で動作しているときは、バーストクレジットが蓄

積されます。パフォーマンスレベルが非常に高くなってプッシュされると、ボリュームで IOPS が最大

IOPS を超えた短時間のバーストが許容されます。

マルチテナンシー

セキュアマルチテナンシーには、次の機能があります。

• * セキュアな認証。 * Challenge Handshake Authentication Protocol （ CHAP ；チャレンジハンドシェイ

ク認証プロトコル）は、ボリュームへのセキュアなアクセスに使用されます。Lightweight Directory

Access Protocol （ LDAP ）は、管理とレポートのためのクラスタへのセキュアなアクセスに使用されま

す。
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• * ボリュームアクセスグループ（ VAG ）。 * 必要に応じて、任意の数の iSCSI イニシエータ固有の iSCSI

Qualified Name （ IQN ）を 1 つ以上のボリュームにマッピングし、認証の代わりに VAG を使用できま

す。VAG 内のボリュームにアクセスするには、イニシエータの IQN がボリュームグループの許可された

IQN リストに含まれている必要があります。

• * テナント仮想 LAN （ VLAN ）。 * ネットワークレベルでは、 iSCSI イニシエータと NetApp Element ソ

フトウェアクラスタ間のエンドツーエンドのネットワークセキュリティは、 VLAN を使用することで容易

になります。ワークロードやテナントを分離するために作成された VLAN については、 Element ソフト

ウェアが特定の VLAN 経由でのみアクセス可能な iSCSI ターゲット SVIP アドレスを別途作成します。

• * VPN ルーティング / 転送（ VRF ）対応 VLAN 。 * データセンターのセキュリティと拡張性をさらにサ

ポートするため、 Element ソフトウェアを使用すると、 VRF に似た機能を持つテナント VLAN を有効に

できます。この機能には、次の 2 つの主要機能が追加されて

◦ * テナント SVIP アドレスへの L3 ルーティング。 * この機能を使用すると、 iSCSI イニシエータを、

NetApp Element ソフトウェアクラスタとは別のネットワークまたは VLAN に配置できます。

◦ * IP サブネットの重複または重複 * 。この機能を使用すると、テナント環境にテンプレートを追加

し、各テナント VLAN に同じ IP サブネットから IP アドレスを割り当てることができます。この機能

は、 IP スペースの拡張と保持が重要なサービスプロバイダ環境に役立ちます。

エンタープライズクラスのストレージ効率化

NetApp Element ソフトウェアクラスタを使用すると、全体的なストレージ効率とパフォーマンスが向上しま

す。次の機能はインラインで実行されます。常時有効であり、ユーザによる手動設定は必要ありません。

• * 重複排除。 * システムには、一意の 4K ブロックのみが保存されます。重複する 4K ブロックは格納済み

のデータバージョンに自動的に関連付けられます。データはブロックドライブに格納され、 Element

Helix データ保護でミラーリングされます。このシステムは、システム内の容量消費と書き込み処理数を

大幅に削減します。

• * 圧縮。 * 圧縮は、データが NVRAM に書き込まれる前にインラインで実行されます。データは 4K ブロ

ック単位で圧縮され、システム内で圧縮されたままとなります。この圧縮により、クラスタ全体での容量

消費、書き込み処理数、および帯域幅消費が大幅に削減されます。

• * シンプロビジョニング。 * この機能は、必要なときに必要な量のストレージを提供し、オーバープロビ

ジョニングされたボリュームや利用率の低いボリュームによる容量消費を排除します。

• * Helix 。 * 個々のボリュームのメタデータはメタデータドライブに格納され、セカンダリメタデータドラ

イブにレプリケートされて冗長性が確保されます。

Element は自動化を目的として設計されました。上記のストレージ機能はすべて API で管理で

きます。これらの API は、 UI がシステムを制御するために使用する唯一の方法であり、解決

策の管理を容易にするためにユーザワークフローに組み込むことができます。

Red Hat 仮想化

Red Hat Virtualization （ RHV ）は、 KVM ハイパーバイザーを使用する Red Hat Enterprise Linux で実行され

るエンタープライズ仮想データセンタープラットフォームです。

Red Hat Virtualization の詳細については、の Web サイトを参照してください "こちらをご覧ください"。

RHV は以下の機能を提供します。

• * 仮想マシンとホストの一元管理。 * RHV マネージャは、導入環境の物理または仮想マシンとして動作

し、中央インターフェイスから解決策を管理するための Web ベースの GUI を提供します。
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• * 自己ホスト型エンジン。 * ハードウェア要件を最小限に抑えるため、 RHV を使用することで、ゲスト

VM を実行するホスト上の VM として RHV マネージャを導入できます。

• * 高可用性。 * ホスト障害による中断を避けるため、 RHV を使用することで、 VM を高可用性に設定でき

ます。高可用性 VM は、耐障害性ポリシーを使用してクラスタレベルで制御されます。

• * 高い拡張性。 * 1 つの RHV クラスタで最大 200 台のハイパーバイザホストを構成できるため、 IT 部門

は大量のリソースを消費するエンタープライズクラスのワークロードを保持する大規模な VM の要件に対

応できます。

• * セキュリティの強化。 * RHEL 、 Secure Virtualization （ sVirt ）、 Security Enhanced Linux （

SELinux ）テクノロジーから継承されたものは、セキュリティの強化とホストおよび VM の強化を目的と

して RHV によって採用されています。これらの機能の主なメリットは、 VM とそれに関連するリソース

を論理的に分離できることです。

Red Hat Virtualization Manager の略

Red Hat Virtualization Manager （ RHV - M ）は、 RHV 仮想環境内の物理リソースと論理リソースに対し

て、一元的なエンタープライズクラスの管理を提供します。RHV-M 機能にアクセスするために、異なるロー

ルベースポータルを持つ Web ベースの GUI が提供されます。

RHV-M は、オープンソースのコミュニティベースの RESTful API を使用して RHV リソースの構成と管理を

公開します。また、 Red Hat CloudForms や Red Hat Ansible による自動化やオーケストレーションなどの本

格的な統合もサポートしています。

Red Hat Virtualization ホスト

ホスト（ハイパーバイザー）は、 VM を実行するためのハードウェアリソースを提供する物理サーバで

す。Kernel-based Virtual Machine （ KVM ）は完全な仮想化サポートを提供し、 Virtual Desktop Server

Manager （ VDSM ）は RHV-M とのホスト通信を担当するホストエージェントです

Red Hat Virtualization でサポートされるホストには、 Red Hat Virtualization Hosts （ RHV-H ）と Red Hat

Enterprise Linux ホスト（ RHEL ）の 2 種類があります。

RHV-H は、 RHV ハイパーバイザとしての物理サーバのセットアップを容易にするために最適化された、

Red Hat Enterprise Linux ベースの最小限の軽量オペレーティングシステムです。

RHEL ホストは、 Red Hat Enterprise Linux の標準オペレーティングシステムを実行するサーバです。その

後、必要なサブスクリプションを設定して、物理サーバを RHV ホストとして使用するために必要なパッケー

ジをインストールできます。

Red Hat の仮想化アーキテクチャ

Red Hat Virtualization は、 2 つの異なるアーキテクチャに導入できます。 RHV-M はインフラストラクチャ内

の物理サーバとして、または RHV-M は自己ホスト型エンジンとして構成されます。このガイドのように、自

己ホスト型エンジン環境を使用することを推奨します。この環境では、 RHV - M は他の VM と同じ環境でホ

ストされる VM です。

ゲスト VM と RHV - M の高可用性を実現するには、少なくとも 2 つの自己ホストノードが必要ですマネージ

ャ VM に高可用性を提供するために、 HA サービスが有効になり、すべての自己ホスト型エンジンノードで実

行されます。
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"次の手順：アーキテクチャの概要"

アーキテクチャの概要： RHV を搭載した NetApp HCI

ハードウェア要件

次の表に、解決策の実装に必要なハードウェアコンポーネントの最小数を示します。解決策の特定の実装で使

用されるハードウェアコンポーネントは、お客様の要件に応じて異なる場合があります。

ハードウェア モデル 数量

NetApp HCI コンピューティングノ

ード

NetApp H410C 2.

NetApp HCI ストレージノード NetApp H410S 4.

データスイッチ Mellanox SN2010 2.

管理スイッチ Cisco Nexus 3048 2.

ソフトウェア要件

次の表に、解決策の実装に必要なソフトウェアコンポーネントを示します。解決策の実装で使用されるソフト

ウェアコンポーネントは、お客様の要件に応じて異なる場合があります。

ソフトウェア 目的 バージョン

NetApp HCI インフラ（コンピューティング / ス

トレージ）

1.8

NetApp Element ストレージ 12.0

Red Hat 仮想化 仮想化 4.3.9

"次：設計上の考慮事項"
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設計上の考慮事項： RHV 搭載 NetApp HCI

導入戦略を策定する際には、次の設計上の考慮事項を確認してください。

ネットワーク要件

ここでは、 NetApp HCI に Red Hat Virtualization を検証済みの解決策として導入するためのネットワーク要件

について説明します。NetApp HCI コンピューティングノードと解決策に導入されたスイッチの両方のネット

ワークポートを物理的に構成した図を示しています。このセクションでは、解決策で使用される各仮想ネット

ワークセグメントの配置と目的についても説明します。

ポートの識別

NetApp HCI は、コンピューティングまたはストレージ専用の NetApp H シリーズノードで構成されます。ど

ちらのノードの構成も、 2 つの 1GbE ポート（ポート A と B ）と 2 つの 10 / 25GbE ポート（ポート C と D

）をボード上に配置した状態で使用できます。コンピューティングノードには、 1 つ目のメザニンスロット

で使用可能な 10 / 25GbE ポート（ポート E と F ）が追加されています。各ノードには、 Intelligent Platform

Management Interface （ IPMI ）機能をサポートするアウトオブバンド管理ポートも追加されていま

す。H410C ノードの背面にあるこれらの各ポートを次の図に示します。

ネットワーク設計

NetApp HCI と Red Hat Virtualization 解決策は、 2 つのデータスイッチを使用して 25Gbps のプライマリデー

タ接続を提供します。また、ストレージノードのインバンド管理用に 1Gbps で接続を提供する管理スイッチ

をさらに 2 台使用し、 IPMI 機能のアウトオブバンド管理も行います。

ストレージノードのケーブル接続

NetApp HCI クラスタを設定し、解決策の導入後に Element への管理アクセスを提供するには、各ストレージ

ノードで管理ポート A と B をアクティブにする必要があります。物理的なフォールトトレランスを実現する

ために、 2 つの 25Gbps ポート（ C と D ）を各データスイッチに 1 つずつ接続する必要があります。マルチ

シャーシリンクアグリゲーション（ MLAG ）用にスイッチポートを設定し、ジャンボフレームをサポートす

る LACP をノード上のデータポートで設定する必要があります。各ノードの IPMI ポートを使用すると、デー

タセンターに設置したノードをリモートで管理できます。IPMI を使用すると、 Web ブラウザベースのコンソ

ールからノードにアクセスして、初期インストールを実行したり、診断を実行したり、必要に応じてノードを

リブートまたはシャットダウンしたりできます。
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コンピューティングノードのケーブル接続

物理的なフォールトトレランスを実現するために、 2 つの 25Gbps ポート（ C および E ）を各データスイッ

チに 1 つずつ接続する必要があります。スイッチポートに Multi-Chassis Link Aggregation （ MLAG ）を設定

し、ノードのデータポートでジャンボフレームのサポートを有効にして LACP を設定する必要がありま

す。IPMI ポートを使用して、データセンターに設置したノードをリモートで管理することもできます。IPMI

を使用すると、 Web ブラウザベースのコンソールからノードにアクセスして、初期インストールを実行した

り、診断を実行したり、必要に応じてノードをリブートまたはシャットダウンしたりできます。

VLAN の要件

解決策は、仮想ローカルエリアネットワーク（ VLAN ）を使用して、さまざまな目的でネットワークトラフ

ィックを論理的に分離するように設計されています。NetApp HCI には、少なくとも 3 つのネットワークセグ

メントが必要です。ただし、この構成は、お客様のニーズに合わせて拡張したり、特定のネットワークサービ

スをさらに分離したりするために拡張できます。次の表に、解決策の実装に必要な VLAN 、および検証済み

アーキテクチャの導入で使用される特定の VLAN ID を示します。

VLAN 目的 使用する VLAN

アウトオブバンド管理ネットワー

ク

HCI ノード / IPMI の管理 16

インバンド管理ネットワーク HCI ノード / 仮想管理の管理 1172
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VLAN 目的 使用する VLAN

ストレージネットワーク NetApp Element 用のストレージネ

ットワーク。

3343

移行用ネットワーク 仮想ゲスト移行用のネットワー

ク。

3345

VM ネットワーク 仮想ゲスト用のネットワーク。 3346

ネットワークインフラストラクチャサポートリソース

NetApp HCI 解決策に Red Hat 仮想化を導入する前に、次のインフラを用意しておく必要があります。

• インバンド管理ネットワークと VM ネットワークからアクセス可能な完全なホスト名解決を提供する

DNS サーバが少なくとも 1 台必要です。

• インバンド管理ネットワークおよび VM ネットワークからアクセスできる NTP サーバが少なくとも 1 台

必要です。

• インバンド管理ネットワークと VM ネットワークの両方で、アウトバウンドのインターネット接続を推奨

しますが、必須ではありません。

"次の手順：導入手順"

導入の概要： RHV を搭載した NetApp HCI

ここでは、 NetApp HCI と Red Hat Virtualization 解決策の導入および検証に必要な最小

限のハードウェアとソフトウェアの設定について、詳細な手順を記載します。

Red Hat Virtualization for NetApp HCI を導入するには、次のタスクを実行します。

1. "管理スイッチを設定します"

2. "データスイッチを設定します"

3. "HCI ストレージノードに Element ストレージシステムを導入"

4. "RHV-H を HCI コンピューティングノードにインストールします"

5. "RHV マネージャを自己ホスト型エンジンとして導入します"

6. "テスト VM を導入する"

7. "HA 機能をテストする"

"次の手順：ベストプラクティス - RHV マネージャと RHV-H ホストの更新"

1. 管理スイッチの設定： NetApp HCI with RHV

この構成手順では、 Cisco Nexus 3048 スイッチを使用して、コンピューティングノー

ドとストレージノードのインバンド管理とアウトオブバンド管理を 1Gbps で行います。

これらの手順は、スイッチがラックに設置されて電力が供給され、初期セットアッププ

ロセスが開始されたあとに開始されます。インフラへの管理接続を提供するようにスイ

ッチを設定するには、次の手順を実行します。
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Cisco Nexus の高度な機能を有効にします

高度な機能を設定するには、各 Cisco Nexus 3048 スイッチで次のコマンドを実行します。

1. コンフィギュレーションモードを開始します。

Switch-01# configure terminal

2. VLAN 機能を有効にします。

Switch-01(config)# feature interface-vlan

3. LACP を有効にします。

Switch-01(config)# feature lacp

4. 仮想ポートチャネル（ vPC ）をイネーブルにします。

Switch-01(config)# feature vpc

5. ポートチャネルのグローバルロードバランシング設定を行います。

Switch-01(config)# port-channel load-balance src-dst ip-l4port

6. グローバルスパニングツリーコンフィギュレーションを実行します。

Switch-01(config)# spanning-tree port type network default

Switch-01(config)# spanning-tree port type edge bpduguard default

インバンド管理用にスイッチのポートを設定します

1. 管理用の VLAN を作成するには、次のコマンドを実行します。

Switch-01(config)# vlan 2

Switch-01(config-vlan)# Name Native_VLAN

Switch-01(config-vlan)# vlan 16

Switch-01(config-vlan)# Name OOB_Network

Switch-01(config-vlan)# vlan 1172

Switch-01(config-vlan)# Name MGMT_Network

Switch-01(config-vlan)# exit
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2. 各 HCI ストレージノードの管理インターフェイスに接続する VLAN トランクポートとして、ポート

Eth1/29-32 を設定します。

Switch-01(config)# int eth 1/29

Switch-01(config-if)# description HCI-STG-01 PortA

Switch-01(config-if)# switchport mode trunk

Switch-01(config-if)# switchport trunk native vlan 2

Switch-01(config-if)# switchport trunk allowed vlan 1172

Switch-01(config-if)# spanning tree port type edge trunk

Switch-01(config-if)# int eth 1/30

Switch-01(config-if)# description HCI-STG-02 PortA

Switch-01(config-if)# switchport mode trunk

Switch-01(config-if)# switchport trunk native vlan 2

Switch-01(config-if)# switchport trunk allowed vlan 1172

Switch-01(config-if)# spanning tree port type edge trunk

Switch-01(config-if)# int eth 1/31

Switch-01(config-if)# description HCI-STG-03 PortA

Switch-01(config-if)# switchport mode trunk

Switch-01(config-if)# switchport trunk native vlan 2

Switch-01(config-if)# switchport trunk allowed vlan 1172

Switch-01(config-if)# spanning tree port type edge trunk

Switch-01(config-if)# int eth 1/32

Switch-01(config-if)# description HCI-STG-04 PortA

Switch-01(config-if)# switchport mode trunk

Switch-01(config-if)# switchport trunk native vlan 2

Switch-01(config-if)# switchport trunk allowed vlan 1172

Switch-01(config-if)# spanning tree port type edge trunk

Switch-01(config-if)# exit

アウトオブバンド管理用にスイッチのポートを設定します

次のコマンドを実行して、各 HCI ノードの IPMI インターフェイスをケーブル接続するためのポートを設定し

ます。
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Switch-01(config)# int eth 1/13

Switch-01(config-if)# description HCI-CMP-01 IPMI

Switch-01(config-if)# switchport mode access

Switch-01(config-if)# switchport access vlan 16

Switch-01(config-if)# spanning-tree port type edge

Switch-01(config-if)# int eth 1/14

Switch-01(config-if)# description HCI-STG-01 IPMI

Switch-01(config-if)# switchport mode access

Switch-01(config-if)# switchport access vlan 16

Switch-01(config-if)# spanning-tree port type edge

Switch-01(config-if)# int eth 1/15

Switch-01(config-if)# description HCI-STG-03 IPMI

Switch-01(config-if)# switchport mode access

Switch-01(config-if)# switchport access vlan 16

Switch-01(config-if)# spanning-tree port type edge

Switch-01(config-if)# exit

検証済みの構成では、奇数ノードの IPMI インターフェイスを Switch-01 および偶数ノードの

IPMI インターフェイスに Switch-02 にケーブル接続しました。

フォールトトレランスを確保するために vPC ドメインを作成します

1. 2 つのスイッチ間の vPC ピアリンクに使用されるポートをアクティブにします。

Switch-01(config)# int eth 1/1

Switch-01(config-if)# description vPC peer-link Switch-02 1/1

Switch-01(config-if)# int eth 1/2

Switch-01(config-if)# description vPC peer-link Switch-02 1/2

Switch-01(config-if)# exit

2. vPC グローバルコンフィギュレーションを実行します。
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Switch-01(config)# vpc domain 1

Switch-01(config-vpc-domain)# role priority 10

Switch-01(config-vpc-domain)# peer-keepalive destination <switch-

02_mgmt_address> source <switch-01_mgmt_address> vrf managment

Switch-01(config-vpc-domain)# peer-gateway

Switch-01(config-vpc-domain)# auto recovery

Switch-01(config-vpc-domain)# ip arp synchronize

Switch-01(config-vpc-domain)# int eth 1/1-2

Switch-01(config-vpc-domain)# channel-group 10 mode active

Switch-01(config-vpc-domain)# int Po10

Switch-01(config-if)# description vPC peer-link

Switch-01(config-if)# switchport mode trunk

Switch-01(config-if)# switchport trunk native vlan 2

Switch-01(config-if)# switchport trunk allowed vlan 16, 1172

Switch-01(config-if)# spanning-tree port type network

Switch-01(config-if)# vpc peer-link

Switch-01(config-if)# exit

"次へ： 2.データスイッチを設定します"

2. データスイッチの構成： NetApp HCI with RHV

この導入では、 Mellanox SN2010 スイッチを使用手順して、コンピューティングノード

とストレージノードのデータプレーンに 25Gbps 接続を提供します。これらの手順は、

スイッチがラックに設置されてケーブル接続され、初期セットアッププロセスが完了し

たあとに開始されます。インフラへのデータ接続を提供するようにスイッチを設定する

には、次の手順を実行します。

MLAG クラスタを作成して、フォールトトレランスを実現します

1. 一般的な設定を行うには、各 Mellanox SN210 スイッチで次のコマンドを実行します。

a. コンフィギュレーションモードを開始します。

Switch-01 enable

Switch-01 configure terminal

b. Inter-Peer Link （ IPL ）に必要な LACP を有効にします。

Switch-01 (config) # lacp

c. Link Layer Discovery Protocol （ LLDP ）を有効にします。
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Switch-01 (config) # lldp

d. IP ルーティングを有効にします。

Switch-01 (config) # ip routing

e. MLAG プロトコルをイネーブルにします。

Switch-01 (config) # protocol mlag

f. グローバル QoS を有効にします。

Switch-01 (config) # dcb priority-flow-control enable force

2. MLAG を機能させるには、スイッチを IPL 経由で相互にピア関係を設定する必要があります。冗長性を確

保するには、 2 つ以上の物理リンクで構成する必要があります。IPL の MTU はジャンボフレームに設定

されています（ 9216 ）。すべての VLAN はデフォルトで有効になっています。ドメイン内の各スイッチ

で次のコマンドを実行します。

a. IPL のポートチャネル 10 を作成します。

Switch-01 (config) # interface port-channel 10

Switch-01 (config interface port-channel 10) # description IPL

Switch-01 (config interface port-channel 10) # exit

b. インターフェイス ETH 1/20 および 1/22 をポートチャネルに追加します。

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/20 channel-group 10 mode

active

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/20 description ISL-SWB_01

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/22 channel-group 10 mode

active

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/22 description ISL-SWB_02

c. IPL トラフィック専用の標準範囲外の VLAN を作成します。

Switch-01 (config) # vlan 4000

Switch-01 (config vlan 4000) # name IPL VLAN

Switch-01 (config vlan 4000) # exit
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d. ポートチャネルを IPL として定義します。

Switch-01 (config) # interface port-channel 10 ipl 1

Switch-01 (config) # interface port-channel 10 dcb priority-flow-

control mode on force

e. 各 IPL メンバーに IP を設定します（ルーティング不可。スイッチの外部ではアドバタイズされません

）。

Switch-01 (config) # interface vlan 4000

Switch-01 (config vlan 4000) # ip address 10.0.0.1 255.255.255.0

Switch-01 (config vlan 4000) # ipl 1 peer-address 10.0.0.2

Switch-01 (config vlan 4000) # exit

3. 2 つのスイッチに一意の MLAG ドメイン名を作成し、 MLAG 仮想 IP （ VIP ）を割り当てます。この IP

は、 2 つのスイッチ間のキープアライブハートビートメッセージに使用されます。ドメイン内の各スイッ

チで、次のコマンドを実行します。

a. MLAG ドメインを作成し、 IP アドレスとサブネットを設定します。

Switch-01 (config) # mlag-vip MLAG-VIP-DOM ip a.b.c.d /24 force

b. システム MLAG の仮想 MAC アドレスを作成します。

Switch-01 (config) # mlag system-mac AA:BB:CC:DD:EE:FF

c. グローバルにアクティブになるように MLAG ドメインを設定します。

Switch-01 (config) # no mlag shutdown

MLAG VIP 用の IP は、スイッチ管理ネットワーク（ mgmt0 ）と同じサブネット内に配置する必要がありま

す。また、使用する MAC アドレスは任意のユニキャスト MAC アドレスにすることができ、 MLAG ドメイン

内の両方のスイッチで同じ値に設定する必要があります。

ストレージホストとコンピューティングホストに接続するためのポートの設定

1. NetApp HCI のサービスをサポートするために必要な VLAN をそれぞれ作成します。ドメイン内の各スイ

ッチで、次のコマンドを実行します。

a. VLAN を作成します。
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Switch-01 (config) # vlan 1172

Switch-01 (config vlan 1172) exit

Switch-01 (config) # vlan 3343

Switch-01 (config vlan 3343) exit

Switch-01 (config) # vlan 3344

Switch-01 (config vlan 3345) exit

Switch-01 (config) # vlan 3345

Switch-01 (config vlan 3346) exit

b. アカウンティングを容易にするために、各 VLAN の名前を作成します。

Switch-01 (config) # vlan 1172 name “MGMT_Network”

Switch-01 (config) # vlan 3343 name “Storage_Network”

Switch-01 (config) # vlan 3345 name “Migration_Network”

Switch-01 (config) # vlan 3346 name “VM_Network”

2. スイッチ間に接続を分散し、 NetApp HCI コンピューティングノードに適切な VLAN にタグ付けできるよ

うに、特定されたポートに MLAG インターフェイスとハイブリッド VLAN を作成します。

a. 使用するポートを選択します。

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/15

b. 各ポートに MTU を設定します。

Switch-01 (config interface ethernet 1/15) # mtu 9216 force

c. 各ポートのスパニングツリー設定を変更します。

Switch-01 (config interface ethernet 1/15) # spanning-tree bpdufilter

enable

Switch-01 (config interface ethernet 1/15) # spanning-tree port type

edge

Switch-01 (config interface ethernet 1/15) # spanning-tree bpduguard

enable

d. スイッチポートモードをハイブリッドに設定します。

Switch-01 (config interface ethernet 1/15) # switchport mode hybrid

Switch-01 (config interface ethernet 1/15) # exit
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e. 変更する各ポートの説明を作成します。

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/15 description HCI-CMP-01

PortD

f. MLAG ポートチャネルを作成し、設定します。

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 215

Switch-01 (config interface mlag-port-channel 215) # exit

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 215 no shutdown

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 215 mtu 9216 force

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/15 lacp port-priority 10

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/15 lacp rate fast

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/15 mlag-channel-group 215

mode active

g. NetApp HCI 環境に適した VLAN にタグを付けます。

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 215 switchport

hybrid

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 215 switchport

hybrid allowed-vlan add 1172

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 215 switchport

hybrid allowed-vlan add 3343

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 215 switchport

hybrid allowed-vlan add 3345

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 215 switchport

hybrid allowed-vlan add 3346

3. スイッチ間に接続を分散し、 NetApp HCI ストレージノードに適切な VLAN にタグ付けできるように、

MLAG インターフェイスとハイブリッド VLAN ポートを特定します。

a. 使用するポートを選択します。

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/3

b. 各ポートに MTU を設定します。

Switch-01 (config interface ethernet 1/3) # mtu 9216 force

c. 各ポートのスパニングツリー設定を変更します。

18



Switch-01 (config interface ethernet 1/3) # spanning-tree bpdufilter

enable

Switch-01 (config interface ethernet 1/3) # spanning-tree port type

edge

Switch-01 (config interface ethernet 1/3) # spanning-tree bpduguard

enable

d. スイッチポートモードをハイブリッドに設定します。

Switch-01 (config interface ethernet 1/3) # switchport mode hybrid

Switch-01 (config interface ethernet 1/3) # exit

e. 変更する各ポートの説明を作成します。

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/3 description HCI-STG-01

PortD

f. MLAG ポートチャネルを作成し、設定します。

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 203

Switch-01 (config interface mlag-port-channel 203) # exit

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 203 no shutdown

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 203 mtu 9216 force

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 203 lacp-individual

enable force

Switch-01 (config) # interface ethernet 203 lacp port-priority 10

Switch-01 (config) # interface ethernet 203 lacp rate fast

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/3 mlag-channel-group 203

mode active

g. ストレージ環境に適した VLAN にタグを付けます。

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 203 switchport mode

hybrid

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 203 switchport

hybrid allowed-vlan add 1172

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 203 switchport

hybrid allowed-vlan add 3343
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ここでは、例として単一ポートの構成を示します。また、解決策で接続されている追加ポート

ごとに、および MLAG ドメイン内の 2 番目のスイッチの関連ポートに対しても実行する必要が

あります。各ポートの説明を更新して、もう一方のスイッチでケーブル接続および設定されて

いるデバイスポートを反映することを推奨します。

スイッチのアップリンクポートを作成します

1. MLAG インターフェイスを作成して、コアネットワークから両方の Mellanox SN2010 スイッチへのアッ

プリンクを提供します。

Switch-01 (config) # interface mlag port-channel 201

Switch-01 (config interface mlag port-channel) # description Uplink

CORE-SWITCH port PORT

Switch-01 (config interface mlag port-channel) # exit

2. MLAG メンバーを設定します。

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/1 description Uplink to CORE-

SWITCH port PORT

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/1 speed 10000 force

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 201 mtu 9216 force

Switch-01 (config) # interface ethernet 1/1 mlag-channel-group 201 mode

active

3. スイッチポートモードを hybrid に設定し、コアアップリンクスイッチからすべての VLAN を許可しま

す。

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel switchport mode hybrid

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel switchport hybrid

allowed-vlan all

4. MLAG インターフェイスが動作していることを確認します。

Switch-01 (config) # interface mlag-port-channel 201 no shutdown

Switch-01 (config) # exit

このセクションの設定は、 MLAG ドメイン内の 2 番目のスイッチでも実行する必要がありま

す。各ポートの説明を更新して、もう一方のスイッチでケーブル接続および設定されているデ

バイスポートを反映することを推奨します。

"次へ： 3.HCI ストレージノードに Element ストレージシステムを導入します"
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3. HCI ストレージノードに Element ストレージシステムを導入します。 NetApp HCI with RHV

Basic NetApp Element Storage Setup の略

NetApp Element クラスタセットアップは、スタンドアロンの NetApp SolidFire ストレージセットアップと同

様の方法で実行します。以下の手順は、ノードがラックに設置されてケーブル接続され、コンソールを使用し

て各ノードに IPMI ポートが設定されたあとに開始されます。ストレージクラスタをセットアップするには、

次の手順を実行します。

1. クラスタ内のストレージノードのアウトオブバンド管理コンソールにアクセスし、デフォルトのクレデン

シャルである Admin/Admin を使用してログインします。

2. 画面の中央にある Remote Console Preview 画像をクリックして、 Java Web Start で起動された JNLP フ

ァイルをダウンロードします。これにより、システムへの対話型コンソールが起動します。
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3. Network > Network Config > Bond1G （ Management ）に移動し、 Bond1G インターフェイスを設定しま

す。Bond1G インターフェイスは ActivePassive ボンディングモードであり、 IP 、ネットマスク、ゲート

ウェイが静的に設定されている必要があります。その VLAN は、環境用に定義された IB 管理ネットワー

クおよび DNS サーバに対応している必要があります。[OK] をクリックします。
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4. Bond10G （ストレージ）を選択し、 Bond10G インターフェイスを設定します。ボンド 10G インターフ

ェイスは、ジャンボフレームを有効にするために、 LACP ボンディングモードで MTU を 9000 に設定す

る必要があります。定義したストレージ VLAN で使用可能な IP アドレスとネットマスクを割り当てる必

要があります。詳細を入力したら、 [OK] をクリックします。
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5. 初期画面に戻り、 [ クラスタ設定 ] に移動して、 [ 設定の変更 ] をクリックします。任意のクラスタ名を入

力し、 OK をクリックします。

24



6. すべての HCI ストレージノードについて、手順 1~5 を繰り返します。

7. すべてのストレージノードを設定したら、 Web ブラウザでいずれかのストレージノードの IB 管理 IP に

ログインします。新しいクラスタの作成ダイアログが表示され、セットアップページが表示されます。こ

のページでは、管理 VIP 、ストレージ VIP 、および Element クラスタのその他の詳細を設定します。前

の手順で設定したストレージノードが自動的に検出されます。クラスタに不要なノードがチェックされて

いないことを確認してから、処理を進めてください。エンドユーザライセンス契約に同意し、 Create

New Cluster をクリックしてクラスタの作成プロセスを開始します。クラスタが起動するまでに数分かか

ります。

IB 管理アドレスを指定している場合、ポート 442 に自動的に接続し、 NDE セットアップ

ウィザードが起動することもあります。この場合は、 URL からポート仕様を削除して、ペ

ージに再接続してください。
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8. クラスタが作成されると、割り当てられた MVIP アドレスで使用可能な Element クラスタ管理インターフ

ェイスにリダイレクトされます。前の手順で入力したクレデンシャルでログインします。

9. ログインすると、使用可能なドライブ数がクラスタで自動的に検出され、すべてのドライブの追加の確認

が求められます。Add Drives をクリックして、すべてのドライブを一度に追加します。

10. Element クラスタは使用できる状態です。Cluster > Nodes に移動し、 4 つのノードすべてがアクティブ

ドライブで正常な状態であることを確認します。

RHV 導入をサポートするための Element Storage Configuration

NetApp HCI for Red Hat Virtualization 解決策では、 NetApp Element ストレージシステムを使用して、共有ス

トレージドメインに対する RHV の要件に対応するバックエンドストレージを提供します。RHV 導入の自己ホ

スト型エンジンアーキテクチャには、最低 2 つのストレージドメイン（ホスト型エンジンストレージドメイ

ン用とゲスト VM データドメイン用）が必要です。

導入のこの作業では、アカウント、適切なサイズのボリューム、および関連するイニシエータを 2 つ設定す

る必要があります。次に、これらのコンポーネントをアクセスグループにマッピングして、 RHV ホストが使
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用するブロックボリュームをマッピングできるようにします。これらの各操作は、 Web ユーザインターフ

ェイスまたは Element システムの標準の API を使用して実行できます。この導入ガイドでは、 GUI を使用し

て手順を説明します。

Web ブラウザを使用して、 MVIP アドレスで NetApp Element クラスタ GUI にログインします。管理タブに

移動し、次の手順を実行します。

1. アカウントを作成するには、 [ アカウント ] サブタブに移動し、 [ アカウントの作成 ] をクリックします。

任意の名前を入力し、「アカウントを作成」をクリックします。

2. ボリュームを作成するには、次の手順を実行します。

a. Volumes （ボリューム）サブタブに移動し、 Create Volume （ボリュームの作成）をクリックしま

す。
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b. 自己ホスト型エンジンストレージドメインのボリュームを作成するには、任意の名前を入力し、最後

の手順で作成したアカウントを選択し、自己ホスト型エンジンストレージドメインのボリュームサイ

ズを入力し、 QoS 設定を構成して、 Create Volume （ボリュームの作成）をクリックします。

ホストされているエンジンボリュームの最小サイズは 75GB です。この設計では、必要に応じて、将

来のエクステントを RHV-M VM に追加できるようにスペースを追加しました。

c. ゲスト VM データストレージドメインのボリュームを作成するには、任意の名前を入力し、最後の手

順で作成したアカウントを選択し、データストレージドメインのボリュームのサイズを入力し、 QoS

設定を構成して、 Create Volume （ボリュームの作成）をクリックします。
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データドメインのサイズは、環境で実行されている VM の種類と、 VM をサポートするために必要なスペ

ースによって異なります。環境のニーズに合わせてこのボリュームのサイズを調整してください。

3. イニシエータを作成するには、次の手順を実行します。

a. イニシエータサブタブに移動し、イニシエータの作成をクリックします。

b. [Bulk Create Initiators] オプションボタンを選択し、両方の RHV-H ノードのイニシエータの詳細をカ

ンマで区切って入力します。次に、 Add Initiators （イニシエータの追加）をクリックし、イニシエー

タのエイリアスを入力して、チェックマークボタンをクリックします。詳細を確認し、イニシエータ

の作成をクリックします。

29



4. アクセスグループを作成するには、次の手順を実行します。

a. [ アクセスグループ ] サブタブに移動し、 [ アクセスグループの作成 ] をクリックします。

b. 任意の名前を入力し、前の手順で作成した両方の RHV-H ノードのイニシエータを選択してボリューム

を選択し、 Create Access Group （アクセスグループの作成）をクリックします。
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"次へ： 4.HCI コンピューティングノードに RHV-H ハイパーバイザーを導入する"

4. HCI コンピューティングノードに RHV - H ハイパーバイザーを導入する： RHV 搭載 NetApp HCI

この解決策は、最小限のセットアップ（ 2 つの自己ホスト型エンジンノード）で RHV

導入の推奨される自己ホスト型エンジンアーキテクチャを採用しています。これらの手
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順は、ノードがラックに設置されてケーブル接続され、コンソールを使用するために各

ノードに IPMI ポートが設定されたあとに開始されます。HCI コンピューティングノード

に RHV - H ハイパーバイザーを導入するには、次の手順を実行します。

1. クラスタ内のコンピューティングノードのアウトオブバンド管理コンソールにアクセスし、デフォルトの

クレデンシャルである Admin/Admin でログインします。

2. 画面の中央にある Remote Console Preview 画像をクリックして、 Java Web Start で起動された JNLP フ

ァイルをダウンロードします。これにより、システムへの対話型コンソールが起動します。

3. 仮想コンソールが起動したら、 [Virtual Media] > [Virtual Storage] の順に移動してクリックし、 RHV-H

4.3.9 ISO を取り付けます。
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4. Logical Drive Type （論理ドライブタイプ）で、ドロップダウンから ISO File （ ISO ファイル）を選択し

ます。RHV-H 4 のフルパスとフルネームを入力します。3.9 画像を開くボタンをクリックして ISO ファイ

ルを添付するか、添付します。[ プラグイン ] をクリックします。

5. PowerControl > Set Power Reset をクリックして、 RHV-H 4.3.9 ISO を使用して起動するようにサーバー

を再起動します。

6. ノードがリブートして初期画面が表示されたら、 F11 キーを押してブートメニューを表示します。起動メ
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ニューからに移動し、 ATEN Virtual CDROM YSOJ をクリックします。

7. 次の画面で、 RHV 4.3 のインストールに移動してクリックします。これにより、イメージがロードされ、

インストール前スクリプトが実行され、 Red Hat Enterprise Linux システムインストーラである

Anaconda が起動します。
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8. インストールの開始画面が表示されます。使用する言語を選択し、 [ 次へ ] をクリックします。
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9. 次の画面で、 [ 日付と時刻 ] でタイムゾーンを選択します。デフォルトは UTC です。ただし、ネットアッ

プでは、環境に応じてこの画面で NTP サーバを設定することを推奨します。次に、キーボードの言語を

選択し、「完了」をクリックします。

10. 次に、 [ インストール先 ] をクリックします。Installation Destination （インストール先）画面で、 RHV-H

をインストールするドライブを選択します[ パーティショニング ] セクションで [ パーティションの自動構

成 ] が選択されていることを確認します。必要に応じて、 [ マイデータの暗号化 ] の横にあるチェックボ

ックスをオンにして、暗号化を有効にできます。[ 完了 ] をクリックして設定を確定します。

11. [ ネットワークとホスト名 ] をクリックします。画面下部に希望するホスト名を入力します。次に、下部

の（ + ）ボタンをクリックします。ドロップダウンからボンドを選択し、追加をクリックします。
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12. 次に、ボンド構成画面で追加をクリックし、メンバーインターフェイスをボンドインターフェイスに追加

します。
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13. ドロップダウンからイーサネットを選択し、イーサネットインターフェイスがボンドインターフェイスの

メンバーとして追加されていることを確認します。Create をクリックします。 .
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14. スレーブ 1 設定画面の Device ドロップダウンから、イーサネットインターフェイスを選択します。MTU

が 9000 に設定されていることを確認します。[ 保存 ] をクリックします .
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15. 手順 12 、 13 、および 14 を繰り返して、他のイーサネットポートを bond0 インターフェイスに追加しま

す。

16. ボンド設定画面の Mode （モード）ドロップダウンから、 LACP 用 802.3ad を選択します。MTU が 9000

に設定されていることを確認します。[ 保存 ] をクリックします。
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17. インバンド管理ネットワーク用の VLAN インターフェイスを作成します。[+] ボタンをもう一度クリック

し、ドロップダウンから [VLAN] を選択して、 [Create （作成） ] をクリックします。
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18. [Editing VLAN connection] 画面で、 [Parent Interface] ドロップダウンの [bond0] を選択し、インバンド管

理ネットワークの VLAN ID を入力します。VLAN インターフェイスの名前を「 bond`0.<`vlan_id`>` 」の

形式で指定します。
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19. VLAN 接続の編集画面で、 IPv4 設定サブタブをクリックします。IPv4 Settings サブタブで、帯域内管理

ネットワークに対応するネットワークアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、および DNS サーバを設

定します。[ 保存 ] をクリックして設定を確定します。

20. ストレージネットワークの VLAN インターフェイスを作成します。[+] ボタンをもう一度クリックし、ド

ロップダウンから [VLAN] を選択して、 [Create （作成） ] をクリックします。[Editing VLAN Connection]

画面で、 [Parent Interface] ドロップダウンから [bond0] を選択し、ストレージネットワークの VLAN ID

を入力して、「 bond`0.<`vlan_id`>] 」の形式で VLAN インターフェイスの名前を指定します。ジャンボ

フレームをサポートできるように MTU を 9000 に調整します。[ 保存 ] をクリックします .

43



21. VLAN 接続の編集画面で、 IPv4 設定サブタブをクリックします。IPv4 Settings サブタブで、ストレージ

ネットワークに対応するネットワークアドレスとネットマスクを設定します。[ 保存 ] をクリックして設

定を確定します。
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22. ネットワークインターフェイスが動作していることを確認し、 Done をクリックします。
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23. ウィザードが構成ページに戻ったら、 [ インストールの開始 ] をクリックします。次の画面では、 root パ

スワードを設定するように求められ、 RHV-H にログインするための別のユーザを作成することもできま

す

24. インストールが完了したら、仮想コンソールの [Virtual media] > [Virtual Storage] に移動して [Plug Out] を

クリックし、 ISO ファイルをアンマウントします。次に、 Anaconda GUI で Reboot をクリックして、イ

ンストールプロセスを完了します。その後、ノードがリブートします。
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ノードが起動すると、ログイン画面が表示されます。

25. インストールが完了したら、 RHV-H を登録し、必要なリポジトリを有効にする必要があります。ブラウ

ザを開き、インストール時に提供された root 資格情報を使用して、「 https://<HostFQDN/IP>:9090` 」に

ある Cockpit ユーザーインタフェースにログインします。
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26. localhost > Subscriptions と進み、 Register をクリックします。Red Hat ポータルのユーザー名とパスワ

ードを入力し、 [ このシステムを Red Hat Insights に接続する ] チェックボックスをオンにして、 [ 登録 ]

をクリックします。システムは、 Red Hat Virtualization ホスト使用権に自動的に登録します。

Red Hat Insights は、登録済みシステムを継続的に分析して、物理環境、仮想環境、クラウド環境の可用

性、セキュリティ環境、パフォーマンス、安定性に対する脅威をプロアクティブに認識します。

27. localhost > Terminal に移動して CLI を表示します。任意で、任意の SSH クライアントを使用して RHV

-H CLI にログインできます。必要なサブスクリプションが接続されていることを確認してから、 Red Hat

Virtualization Host 7 リポジトリを有効にして追加の更新を許可し、他のすべてのリポジトリが無効になっ

ていることを確認します。
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# subscription-manager list

+-------------------------------------------+

    Installed Product Status

+-------------------------------------------+

Product Name:   Red Hat Virtualization Host

Product ID:     328

Version:        4.3

Arch:           x86_64

Status:         Subscribed

# subscription-manager repos --disable=*

Repository 'rhel-7-server- rhvh-4-source-rpms' is disabled for this

system.

Repository 'rhvh-4-build-beta-for-rhel-8-x86_64-source-rpms' is disabled

for this system.

Repository 'rhel-7-server- rhvh-4-beta-debug-rpms' is disabled for this

system.

Repository 'rhvh-4-beta-for-rhel-8-x86_64-debug-rpms' is disabled for

this system.

Repository 'jb-eap-textonly-1-for-middleware-rpms' is disabled for this

system.

Repository 'rhvh-4-build-beta-for-rhel-8-x86_64-rpms' is disabled for

this system.

Repository 'rhvh-4-beta-for-rhel-8-x86_64-source-rpms' is disabled for

this system.

Repository 'rhel-7-server- rhvh-4-debug-rpms' is disabled for this

system.

Repository 'rhvh-4-build-beta-for-rhel-8-x86_64-debug-rpms' is disabled

for this system.

Repository 'rhel-7-server- rhvh-4-beta-source-rpms' is disabled for this

system.

Repository 'rhel-7-server- rhvh-4-rpms' is disabled for this system.

Repository 'jb-coreservices-textonly-1-for-middleware-rpms' is disabled

for this system.

Repository 'rhvh-4-beta-for-rhel-8-x86_64-rpms' is disabled for this

system.

Repository 'rhel-7-server- rhvh-4-beta-rpms' is disabled for this

system.

# subscription-manager repos --enable=rhel-7-server- rhvh-4-rpms

Repository 'rhel-7-server- rhvh-4-rpms' is enabled for this system.

28. コンソールで次のコマンドを実行して、 iSCSI イニシエータ ID を Element アクセスグループで設定した

ID に変更します。
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rhv-h01 # echo InitiatorName=iqn.1994-05.com.redhat:rhv-host-node- 01 >

/etc/iscsi/initiatorname.iscsi

29. iscsid サービスを有効にして、再起動します。

 # systemctl enable iscsid

Created symlink from /etc/systemd/system/multi-

user.target.wants/iscsid.service to

/usr/lib/systemd/system/iscsid.service

 # systemctl start iscsid

 # systemctl status iscsid

● iscsid.service - Open-iSCSI
   Loaded: loaded (/usr/lib/systemd/system/iscsid.service; enabled;

vendor preset: disabled)

   Active: active (running) since Thu 2020-05-14 16:08:52 EDT; 3 days

ago

     Docs: man:iscsid(8)

           man:iscsiuio(8)

           man:iscsiadm(8)

 Main PID: 5422 (iscsid)

   Status: "Syncing existing session(s)"

   CGroup: /system.slice/iscsid.service

           ├─5422 /sbin/iscsid -f
           └─5423 /sbin/iscsid -f

30. 手順 1 ～ 29 を繰り返して、もう一方の RHV ホストを取り付けて準備します。

"次へ： 5.RHV マネージャを自己ホスト型エンジンとして導入します"

5. RHV マネージャを自己ホスト型エンジンとして展開する： RHV を搭載した NetApp HCI

ここでは、 Red Hat Virtualization Manager を自己ホスト型エンジンとしてインストール

する手順について説明します。これらの手順は、 RHV ホストが登録され、 Cockpit GUI

にアクセスできる状態で開始されます。

1. ルートクレデンシャルを使用して、 RHV ホストの 1 つの Cockpit GUI に「 https://<HostFQDN/IP>:9090`

」からログインします。Virtualization サブタブに移動し、 Hosted Engine をクリックします。次に、

Hosted Engine コンテンツの下にある [ スタート ] ボタンをクリックして、エンジンの展開を開始しま

す。
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2. エンジンの導入の最初の画面で、エンジン VM の RHV - M FQDN 、ネットワーク関連の設定、ルートパ

スワード、およびリソース（少なくとも 4 CPU と 16GB メモリ）を設定します。必要に応じて、他の設

定を確認し、 Next （次へ）をクリックします。
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指定した DNS サーバがエンジン VM FQDN に解決できることを確認します。

3. 次の画面で、管理ポータルのパスワードを入力します。必要に応じて、 E メールで送信されるアラートの

通知設定を入力します。[ 次へ ] をクリックします。

52



4. 次の画面で、エンジン VM の設定を確認します。必要に応じて、この時点に戻って変更を行います。情報

が正しい場合は、 [VM の準備 ] をクリックします。
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5. VM のインストールが開始されます。マシンイメージがダウンロードされ、ローカルにステージングされ

るため、完了までにしばらく時間がかかることがあります。完了すると、「実行は正常に完了しました」

というメッセージが表示されます。次へをクリックします。
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6. RHV-M がインストールされた後、高可用性エンジンクォーラムを促進するために、ホストされたエンジ

ンストレージドメインの詳細を入力します。ここでは、 VM をローカルストレージから共有ストレージド

メインにコピーします。

7. ストレージ・タイプを iSCSI として入力し 'iSCSI ポータルの詳細を入力して ［ ターゲット・リストの取

得 ］ をクリックしますこれにより ' ポータルに対応する iSCSI ターゲット・リストが取得され ' ホストさ

れているエンジン・ストレージ・ドメインにマッピングするボリュームと LUN が選択されます次へをク

リックします。
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Hosted Engine のセットアップでストレージを検出できない場合は、ノードへの対話型

SSH セッションを開き、ノードのストレージインターフェイスから SVIP IP アドレスにア

クセスできることを確認します。ネットワークに到達できる場合は、 Hosted Engine のイ

ンストール対象の iSCSI LUN を手動で検出またはログインする必要があります。

8. 次の画面でストレージ構成を確認し、必要に応じて元に戻して変更を加えます。情報が正しい場合は、 [

展開の終了 ] をクリックします。VM がストレージドメインにコピーされるまでにしばらく時間がかかり

ます。展開が完了したら、 [ 閉じる ] をクリックします。
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9. 次の手順では、 Red Hat Virtualization Manager リポジトリを登録して有効にします。SSH を使用して

RHV-M VM にログインし、 Subscription Manager に登録します。

# subscription-manager register

Registering to: subscription.rhsm.redhat.com:443/subscription

Username: redhat_user

Password:  redhat_password

The system has been registered with ID: 99d06fcb-a3fd74-41230f-bad583-

0ae61264f9a3

The registered system name is: rhv-m.cie.netapp.com

10. 登録後、使用可能なサブスクリプションを一覧表示し、 RHV - M のプール ID を記録します
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# subscription-manager list --available

<snip>

Subscription Name:   Red Hat Virtualization Manager

Provides:            Red Hat Beta

                     Red Hat Enterprise Linux Server

                     Red Hat CodeReady Linux Builder for x86_64

                     Red Hat Enterprise Linux for x86_64

                     Red Hat Virtualization Manager

                     Red Hat OpenShift Container Platform

                     Red Hat Ansible Engine

                     Red Hat Enterprise Linux Fast Datapath

                     Red Hat JBoss Core Services

                     JBoss Enterprise Application Platform

SKU:                 RV00045

Contract:

Pool ID:             8a85f9937a1a2a57c0171a366b5682540112a313 ß Pool ID

Provides Management: No

Available:           6

Suggested:           0

Service Type:        L1-L3

Roles:

Service Level:       Layered

Usage:

Add-ons:

Subscription Type:   Stackable

Starts:              04/22/2020

Ends:                04/21/2021

Entitlement Type:    Physical

<snip>

11. 記録されたプール ID を使用して、 RHV-M サブスクリプションを接続します。

# subscription-manager attach

--pool=8a85f9937a1a2a57c0171a366b5682540112a313

Successfully attached a subscription for: Red Hat Virtualization Manager

12. 必要な RHV - M リポジトリを有効にします。
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# subscription-manager repos \

    --disable='*' \

    --enable=rhel-7-server-rpms \

    --enable=rhel-7-server-supplementary-rpms \

    --enable=rhel-7-server-rhv-4.3-manager-rpms \

    --enable=rhel-7-server-rhv-4-manager-tools-rpms \

    --enable=rhel-7-server-ansible-2-rpms \

    --enable=jb-eap-7.2-for-rhel-7-server-rpms

Repository 'rhel-7-server-ansible-2-rpms' is enabled for this system.

Repository 'rhel-7-server-rhv-4-manager-tools-rpms' is enabled for this

system.

Repository 'rhel-7-server-rhv-4.3-manager-rpms' is enabled for this

system.

Repository 'rhel-7-server-rpms' is enabled for this system.

Repository 'jb-eap-7.2-for-rhel-7-server-rpms' is enabled for this

system.

Repository 'rhel-7-server-supplementary-rpms' is enabled for this

system.

13. 次に、ホストと同じデータセンター内のすべての VM について、 VM ディスクまたは OVF ファイルを保

存するストレージドメインを作成します。

14. ブラウザを使用して RHV-M 管理ポータルにログインするには、「 https://<ManagerFQDN>/ovirt-engine`

」にログインし、「管理ポータル」を選択して「 admin 」「 @' 内部」ユーザとしてログインします。

15. [ ストレージ ] → [ ストレージドメイン ] に移動し '[ 新しいドメイン ] をクリックします

16. ドロップダウン・メニューから Data for the Domain Function を選択し、ストレージ・タイプとして

iSCSI を選択し、ボリュームをマッピングするホストを選択し、任意の名前を入力して、データ・センタ

ーが正しいことを確認し、データ・ドメイン iSCSI ターゲットを展開して LUN を追加します。[OK] をク

リックして、ドメインを作成します。
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Hosted Engine のセットアップでストレージを検出できない場合は、データドメイン用の

iSCSI LUN を手動で検出またはログインする必要があります。

17. ホストされているエンジンクォーラムに 2 番目のホストを追加します。[ 計算（ Compute ） ] > [ ホスト

（ Hosts ） ] に移動し、 [ 新規New Host ペインで、適切なクラスタを選択し、 2 番目のホストの詳細を

入力して、 Activate Host After Install チェックボックスをオンにします。
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18. [New Host] ペインの [Hosted Engine] サブタブをクリックし、ホストされたエンジン展開アクションから

[Deploy] を選択します。OK をクリックして、ホストをクォーラムに追加します。これにより、ホストさ

れているエンジンをサポートし、ホストをアクティブにするために必要なパッケージのインストールが開

始されます。このプロセスには時間がかかることがあります。
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19. 次に、ホスト用の Storage Virtual Network を作成します。[ ネットワーク ]>[ ネットワーク ] の順に移動

し、 [ 新規 ] をクリックします。任意の名前を入力し、 VLAN タギングを有効にして、ストレージネット

ワークの VLAN ID を入力します。VM Network チェックボックスがオンになっていて、 MTU が 9000 に

設定されていることを確認します。[ クラスタ（ Cluster ） ] サブタブに移動し、 [ 接続（ Attach ） ] およ

び [ 必須（ Require ） ] がチェックされていることを確認[OK] をクリックして、ストレージネットワーク

を作成します。
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20. ストレージ論理ネットワークをクラスタ内の 2 番目のホスト、またはホストされているエンジン VM を現

在ホストしていないホストに割り当てます。

21. [ 計算（ Compute ） ] > [ ホスト（ Hosts ） ] に移動し、 2 番目の列に銀冠があるホストをクリックす

る。次に、 [Network Interfaces] サブタブに移動し、 [Setup] [Host Networks] をクリックして、ストレー

ジ論理ネットワークを bond0 の右側の [Assigned Logical Networks] 列にドラッグアンドドロップしま

す。
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22. 「 bond0 」の下のストレージネットワークインタフェースでペンの記号をクリックします。IP アドレス

とネットマスクを設定し、 OK をクリックします。ホストネットワークのセットアップペインで、もう一

度 OK をクリックします。
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23. ストレージ論理ネットワークを 2 番目のホストで設定できるように、ホストされているエンジン VM を構

成したホストに移行します。[ 計算 ] > [ 仮想マシン ] の順に選択し、 [HostedEngine] をクリックして、 [

移行 ] をクリックします。ドロップダウン・メニューから 2 番目のホストを選択し ' 移行をクリックしま

す

移行が成功し、ホストされたエンジン VM が 2 番目のホストに移行されたら、現在銀冠を所有しているホ

ストに対して手順 21 と 22 を繰り返します。

24. このプロセスが完了すると、両方のホストが動作していることがわかります。ホストの 1 つにはゴールデ

ンクラウンがあり、ホストされているエンジン VM をホストしていることを示している。もう 1 つのホス

トには、ホストされているエンジン VM をホストできることを示す銀色のクラウンがある。
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"次へ： 6.RHV-M インフラストラクチャを設定します"

6. RHV - M インフラストラクチャの設定： RHV を使用した NetApp HCI

RHV-M インフラストラクチャを設定するには、次の手順を実行します。

1. デフォルトでは、仮想マシンや仮想ゲストのデータの移行など、すべての目的に ovirtmgmt ネットワーク

が使用されます。

2. これらの目的に応じて異なるネットワークを指定することを推奨します。移行ネットワークを設定するに

は、 Network > Networks に移動し、 New をクリックします。任意の名前を入力し、 VLAN タギングを有

効にして、移行ネットワークの VLAN ID を入力します。

3. VM ネットワークのチェックボックスがオフになっていることを確認します。[ クラスタ（ Cluster ） ] サ

ブタブに移動し、 [ 接続（ Attach ） ] および [ 必須（ Require ） ] がチェックされていることを確認[OK]

をクリックしてネットワークを作成します。
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4. 移行論理ネットワークを両方のホストに割り当てるには、 [Compute] > [Hosts] に移動し、ホストをクリ

ックして [Network Interfaces] サブタブに移動します。

5. 次に、ホストネットワークのセットアップをクリックし、移行論理ネットワークを bond0 の右側の割り当

てられた論理ネットワーク列にドラッグアンドドロップします。

6. 「 bond0 」の下の移行ネットワークインタフェースでペンの記号をクリックします。IP アドレスの詳細

を設定し、 OK をクリックします。次に、ホストネットワークのセットアップペインでもう一度 OK をク

リックします。
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7. もう一方のホストについても、手順 4~6 を繰り返します。

8. 新しく作成したネットワークには、移行ネットワークのロールを割り当てる必要があります。[ コンピュ

ーティング（ Compute ） ] > [ クラスタ（ Cluster ） ] に移動し、 RHV ホストが属するクラスタをクリッ

クし、 [ 論理ネットワーク（ Logical Networks ） ] サブタブをクリックして、 [ ネットワークの管理（

Manage Networks ） ] をクリックします。移行ネットワークの場合は、移行ネットワーク列のチェックボ

ックスをオンにします。[OK] をクリックします。

9. VM には、 ovirtmgmt ネットワークを使用するのではなく、別の VM ネットワークを作成することを推奨

します。

10. [ ネットワーク ]>[ ネットワーク ] の順に移動し、 [ 新規 ] をクリックします。任意の名前を入力し、

VLAN タギングを有効にして、 VM ゲストネットワークの VLAN ID を入力します。[VM Network] チェッ

クボックスがオンになっていることを確認します。クラスタのサブタブに移動し、 [ 接続 ] と [ 要求 ] がオ

ンになっていることを確認します。[OK] をクリックして、 VM ゲストネットワークを作成します。
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11. VM ゲスト論理ネットワークを両方のホストに割り当てます。[ コンピューティング ]>[ ホスト ] の順に移

動し、ホスト名をクリックして、 [ ネットワークインタフェース ] サブタブに移動します。次に、ホスト

ネットワークのセットアップをクリックし、 VM ゲスト論理ネットワークを bond0 の右側の割り当てら

れた論理ネットワーク列にドラッグアンドドロップします。VM のパススルーネットワークを提供するた

め、この論理ネットワークに IP を割り当てる必要はありません。

ゲストが Red Hat Subscription Manager に登録できるように、 VM ゲストネットワークはインターネット

に接続できる必要があります。

"次の手順： 7.ネットアップ mNode の導入"

7. ネットアップ管理ノードの導入： RHV 搭載 NetApp HCI

管理ノード（ mNode ）は、 Element ソフトウェアベースの 1 つ以上のストレージクラ

スタと同時に実行される VM です。これは、次の目的で使用されます。

• 監視や計測などのシステムサービスを提供します

• クラスタのアセットと設定の管理

• システム診断テストとユーティリティの実行

• サポートを追加するために、 NetApp ActiveIQ 用 callhome を有効にする

Red Hat Virtualization にネットアップ管理ノードをインストールするには、次の手順を実行します。

1. mNode ISO をディスクとしてストレージドメインにアップロードします。[ ストレージ ]>[ ディスク ]>[

アップロード ] の順に選択し、 [ 開始 ] をクリックします。次に、イメージのアップロードをクリック
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し、ダウンロードした mNode ISO イメージを選択します。ストレージドメイン、アップロードを実行

するホスト、およびその他の詳細を確認してください。[OK] をクリックして、イメージをドメインにアッ

プロードします。進捗バーは、アップロードが完了し、 ISO が使用可能になったことを示します。

2. Storage > Disks の順に選択して VM ディスクを作成し、 New をクリックします。mNode ディスクのサ

イズは 400GB 以上でなければなりませんが、シンプロビジョニングも可能です。ウィザードで、選択し

た名前を入力し、適切なデータセンターを選択し、適切なストレージドメインが選択されていることを確

認してから、割り当てポリシーの ［ シンプロビジョニング ］ を選択し、 ［ 削除後に消去 ］ チェックボ

ックスをオンにします。[OK] をクリックします。

3. 次に、 [ 計算（ Compute ） ] > [ 仮想マシン（ Virtual Machines ） ] に移動し、 [ 新規（ NewGeneral サブ

タブで、適切なクラスタを選択し、任意の名前を入力して attach をクリックし、前の手順で作成したディ

スクを選択します。OS の下のチェックボックスをオンにして、起動可能なドライブであることを強調し

ます。[OK] をクリックします。

4. NIC1 のドロップダウンから ovirtmgmt を選択します。（ + ）記号をクリックし、 NIC 2 のドロップダウ

ン・リストからストレージ・ネットワーク・インターフェイスを選択します。
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5. [ システム ] サブタブをクリックして、メモリが 12GB 以上で、仮想 CPU が 6 個以上あることを確認しま

す。
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6. [Boot Options] サブタブをクリックし、起動シーケンスの最初のデバイスとして [CD-ROM] を選択し、 2

番目のデバイスとして [Hard Drive] を選択します。CD の接続を有効にし、 mNode ISO を接続しま

す。[OK] をクリックします。

72



VM が作成されます。

7. VM が使用できるようになったら、電源をオンにして、その VM へのコンソールを開きます。SolidFire

mNode のインストーラのロードが開始されます。インストーラがロードされたら、 RTFI マグネシウムの

インストールを開始するように求められます。「 yes 」と入力して Enter キーを押します。インストール

プロセスが開始され、完了すると VM の電源が自動的にオフになります。
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8. 次に、 mNode VM をクリックし、 Edit をクリックします。[Boot Options] サブタブで、 [Attach CD] チェ

ックボックスをオフにし、 [OK] ボタンをクリックします。
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9. mNode VM の電源をオンにします。ターミナルユーザインターフェイス（ TUI ）を使用して、管理ノー

ドの管理ユーザを作成します。

メニューオプションを移動するには、上矢印キーまたは下矢印キーを押します。ボタン間

を移動するには、 Tab キーを押します。ボタンからフィールドに移動するには、 Tab キー

を押します。フィールド間を移動するには、上矢印キーまたは下矢印キーを押します。
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10. ユーザが作成されると、ログイン画面に戻ります。作成したクレデンシャルを使用してログインします。

11. 管理インターフェイスから始まるネットワークインターフェイスを設定するには、 Network > Network

Config > eth0 に移動して、使用している環境の IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、 DNS サー

バ、および検索ドメインを入力します。[OK] をクリックします。

76



12. 次に、 eth1 を設定してストレージネットワークにアクセスします。Network > Network Config > eth1 に

移動し、 IP アドレスとネットマスクを入力します。MTU が 9000 であることを確認します。[OK] をクリ

ックします。

これで TUI インターフェイスを閉じることができます。

13. 管理 IP を使用して SSH で管理ノードに接続し、 root にエスカレーションして、 mNode を HCI ストレ

ージクラスタに登録します。

admin@SF-3D1C ~ $ sudo su

SF-3D1C /home/admin # /sf/packages/mnode/setup-mnode --mnode_admin_user

admin --storage_mvip 10.63.172.140 --storage_username admin

--telemetry_active true

Enter the password for storage user admin:

Enter password for mNode user admin:

[2020-05-21T17:19:53.281657Z]:[setup_mnode:296] INFO:Starting mNode

deployment

[2020-05-21T17:19:53.286153Z]:[config_util:1313] INFO:No previously
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running mNode. Continuing with deployment.

[2020-05-21T17:19:53.286687Z]:[config_util:1320] INFO:Validating

credentials for mNode host.

[2020-05-21T17:19:53.316270Z]:[config_util:1232] INFO:Checking Cluster

information.

[2020-05-21T17:19:53.380168Z]:[config_util:112] INFO:Cluster credentials

verification successful.

[2020-05-21T17:19:53.380665Z]:[config_util:1252] INFO:Cluster version

check successful.

[2020-05-21T17:19:53.458271Z]:[config_util:112] INFO:Successfully

queried system configuration

[2020-05-21T17:19:53.463611Z]:[config_util:497] INFO:CIDR range

172.16.0.0/22 open. Using for docker ingress.

[2020-05-21T17:19:53.464179Z]:[mnodecfg:141] INFO:Configuring mNode

[2020-05-21T17:19:53.464687Z]:[config_util:194] INFO:Wait for ping of

127.0.0.1 to succeed

[2020-05-21T17:19:53.475619Z]:[mnodecfg:145] INFO:Validating the

supplied MNode network configuration

[2020-05-21T17:19:53.476119Z]:[mnodecfg:155] INFO:Testing the MNode

network configuration

[2020-05-21T17:19:53.476687Z]:[config_util:353] INFO:Testing network

connection to storage MVIP: 10.63.172.140

[2020-05-21T17:19:53.477165Z]:[config_util:194] INFO:Wait for ping of

10.63.172.140 to succeed

[2020-05-21T17:19:53.488045Z]:[config_util:356] INFO:Successfully

reached storage MVIP: 10.63.172.140

[2020-05-21T17:19:53.488569Z]:[mnodecfg:158] INFO:Configuring MNode

storage (this can take several minutes)

[2020-05-21T17:19:57.057435Z]:[config_util:536] INFO:Configuring MNode

storage succeeded.

[2020-05-21T17:19:57.057938Z]:[config_util:445] INFO:Replacing default

ingress network.

[2020-05-21T17:19:57.078685Z]:[mnodecfg:163] INFO:Extracting services

tar (this can take several minutes)

[2020-05-21T17:20:36.066185Z]:[config_util:1282] INFO:Extracting

services tar succeeded

[2020-05-21T17:20:36.066808Z]:[mnodecfg:166] INFO:Configuring MNode

authentication

[2020-05-21T17:20:36.067950Z]:[config_util:1485] INFO:Updating element-

auth configuration

[2020-05-21T17:20:41.581716Z]:[mnodecfg:169] INFO:Deploying MNode

services (this can take several minutes)

[2020-05-21T17:20:41.810264Z]:[config_util:557] INFO:Deploying MNode

services succeeded

[2020-05-21T17:20:41.810768Z]:[mnodecfg:172] INFO:Deploying MNode Assets

[2020-05-21T17:20:42.162081Z]:[config_util:122] INFO:Retrying 1/45
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time...

[2020-05-21T17:20:42.162640Z]:[config_util:125] INFO:Waiting 10 seconds

before next attempt.

[2020-05-21T17:20:52.199224Z]:[config_util:112] INFO:Mnode is up!

[2020-05-21T17:20:52.280329Z]:[config_util:112] INFO:Root asset created.

[2020-05-21T17:20:52.280859Z]:[config_util:122] INFO:Retrying 1/5

time...

[2020-05-21T17:20:52.281280Z]:[config_util:125] INFO:Waiting 10 seconds

before next attempt.

[2020-05-21T17:21:02.299565Z]:[config_util:112] INFO:Successfully

queried storage assets

[2020-05-21T17:21:02.696930Z]:[config_util:112] INFO:Storage asset

created.

[2020-05-21T17:21:03.238455Z]:[config_util:112] INFO:Storage asset

registered.

[2020-05-21T17:21:03.241966Z]:[mnodecfg:175] INFO:Attempting to set up

VCP-SIOC credentials

[2020-05-21T17:21:03.242659Z]:[config_util:953] INFO:No VCP-SIOC

credential given from NDE. Using default credentials for VCP-SIOC

service.

[2020-05-21T17:21:03.243117Z]:[mnodecfg:185] INFO:Configuration

Successfully Completed

14. ブラウザを使用して 'https://<mNodeIP` を使用して管理ノード GUI にログインしますmNode または

Hybrid Cloud Control を使用すると、 Element クラスタの拡張、監視、アップグレードを簡単に行うこと

ができます。

15. 右上にある 3 本の平行線をクリックし、 [ 表示（ View ） ] [ 表示（ Active IQ ） ] をクリックします。ク

ラスタ名をフィルタリングして HCI ストレージクラスタを検索し、最新の更新をロギングしていることを

確認します。
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"次の手順：ベストプラクティス - RHV マネージャと RHV-H ホストの更新"

本番環境の導入に関するベストプラクティス

RHV マネージャーおよび RHV - H ホストのアップデート： RHV を搭載した NetApp HCI

RHV マネージャーと RHV-H ホストの両方に最新のセキュリティおよび安定性の更新が

適用されていることを確認し、環境が保護され、期待どおりに動作し続けることを確認

することが推奨されるベストプラクティスです。展開内のホストにアップデートを適用

するには、まず Red Hat Content Delivery Network またはローカルの Red Hat Satellite

リポジトリのいずれかに登録する必要があります。プラットフォームの更新に関連する

タスクには、クラスタ内の別のノードに仮想ゲストを移行した後に、マネージャ VM を

更新し、各物理ホストを無停止で更新する作業があります。

RHV 4.3 の間のアップグレードをサポートする公式ドキュメント マイナーリリースもあります "こちらをご覧

ください"。

"次のステップ：ベストプラクティス - RHV-H ホストのフェンシングの有効化"

RHV-H ホストのフェンシングの有効化： RHV を搭載した NetApp HCI

フェンシングとは、応答しないハイパーバイザーホストを自動的にシャットダウンする

ことで、 RHV マネージャが環境内の VM の高可用性を提供できるプロセスです。フェ

ンシングエージェントにコマンドを送信することで、 NetApp HCI の場合はコンピュー

ティングノード上の IPMI アウトオブバンド管理インターフェイスを介してアクセスし、

ホストをリブートすることでアクセスできます。この操作により、応答しないハイパー

バイザーノードが VM ディスク上にあるロックが解除され、これらの仮想ゲストをデー

タ破損のリスクなしでクラスタ内の別のノードで再起動できるようになります。ホスト

のブートプロセスが完了すると、シャットダウン前に含まれていたクラスタへの再参加

が自動的に試行されます。成功した場合は、 VM のホストが再び許可されます。

フェンシングを有効にするには、各ホストで電源管理が有効になっている必要があります。これを確認するに

は、ホストを強調表示して右上隅の [Edit] ボタンをクリックするか、ホストを右クリックして [Edit] を選択し

ます。
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電源管理を有効にした後、次の手順でフェンシングエージェントを設定します。Fence Agent の近くにあるプ

ラス記号 (+) をクリックすると、新しいウィンドウが開き、 NetApp HCI コンピュートノードの IPMI 接続に

関する情報を入力する必要があります。接続のタイプは IPMILAN であり、エージェントにはコンソールログ

インのための IP アドレス、ユーザ名、およびパスワードが必要です。この情報を入力したら、テストをクリ

ックして構成を検証できます。適切に設定されていれば、ノードの現在の電源ステータスが報告されます。
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フェンシングが有効な場合、いずれかのハイパーバイザーノードが応答しなくなると、可用性の高い導入をサ

ポートするように RHV 環境が設定されます。

"次のセクションでは、『 Best Practices - Optimizing Memory for Red Hat Virtualization 』を参照してくださ

い"

Red Hat 仮想化のためのメモリの最適化： RHV を搭載した NetApp HCI

仮想インフラを導入する主なメリットの 1 つは、環境内の物理リソースをより効率的に

使用できるようにすることです。ゲスト VM が割り当てられたメモリを十分に利用でき

ない場合は、メモリオーバーコミットメントを使用してメモリ使用率を最適化できま

す。この機能を使用すると、ホスト上のゲスト VM に割り当てられたメモリの合計が、

そのホスト上の物理メモリの量を超えることができます。

メモリオーバーコミットの概念は、ストレージリソースのシンプロビジョニングと似ています。どの時点にお

いても、ホスト上のすべての VM は、割り当てられたメモリの合計量を使用しません。1 つの VM に過剰なメ

モリがある場合、その未使用のメモリを他の VM で使用できます。そのため、エンドユーザは、通常は許可さ

れない VM を追加で導入できます。クラスタ内のホスト上のメモリオーバーコミットメントは、メモリオーバ

ーコミットマネージャ（ MoM ）によって処理されます。メモリバルーニングやカーネル同一ページマージ（

KSM ）などの手法を使用すると、ワークロードの種類に応じてメモリオーバーコミットメントを改善できま

す。

メモリバルーニングは、以前にさまざまな VM に割り当てられていた未使用のメモリを再利用することで、ホ

82



ストがメモリを一時的に拡張できるメモリ管理手法です。これは、各 VM の保証されるメモリサイズに制限

があります。メモリバルーニングが機能するために、各 VM には、必要なドライバを含むバルーンデバイスが

デフォルトで用意されています。バルーニングは、基本的には VM ドライバとホストの間の協調的な操作で

す。ホストのメモリニーズに応じて、バルーンデバイスによって制御されるバルーンを拡張（ホストにメモリ

を提供）するか、または収縮（メモリを取り戻す）するようにゲスト OS に指示します。

カーネル同ページマージ（ KSM ）を使用すると、ホストカーネルは実行中の VM を複数検査し、イメージと

メモリを比較できます。いずれかのメモリ領域またはページが同一である場合、 KSM は同一のメモリページ

を 1 つのページに減らします。その後、このページは「書き込み時にコピー」とマークされ、ゲスト VM に

よってページの内容が変更された場合は、そのゲスト VM 用に新しいページが作成されます。

両方の機能をクラスタレベルで有効にして、そのクラスタ内のすべてのホストに適用できます。これらの機能

を有効にするには、 [ 計算（ Compute ） ] > [ クラスタ（ Cluster ） ] に移動し、目的のクラスタを選択して [

編集（ Edit ）次に、最適化サブタブをクリックし、要件に応じて次の手順を実行します。

1. ユースケースとワークロードに応じて、メモリのオーバーコミットメントを使用可能な物理メモリの

150% または 200% にするようにメモリ最適化を有効にします。

2. メモリバルーニングをイネーブルにするには、 Enable Memory Balloon Optimization チェックボックスを

オンにします。

3. KSM をイネーブルにするには、 Enable KSM チェックボックスをオンにします。

4. [OK] をクリックして変更を確定します。

これらの変更を適用した後は、 MoM ポリシーを手動で同期するまで有効になりません。MoM ポリシーを同

期するには、 [ 計算（ Compute ） ] > [ クラスタ（ Clusters ） ] の順に選択し、最適化を変更したクラスタを
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クリックします。Hosts サブタブに移動し、すべてのホストを選択してから、 Sync MoM Policy をクリック

します。

KSM とバルーニング原因は、ホスト上のメモリを解放してオーバーコミットメントを促進できますが、共有

可能なメモリの量が減少し、物理メモリの使用量が増加した場合、メモリ不足状態になる可能性があります。

したがって、管理者は、共有可能なメモリが減少した場合にメモリ不足の状態を避けるために、十分なメモリ

を確保する必要があります。

一部のシナリオでは、メモリバルーニングは KSM と衝突する可能性があります。このような状況では、

MoM は衝突を最小限に抑えるためにバルーンサイズの調整を試みます。また、バルーニングによって原因が

最適でないパフォーマンスになる場合もあります。そのため、ワークロードの要件に応じて、どちらかまたは

両方の方法を有効にすることを検討してください。

"次へ： RHV を搭載した追加情報 NetApp HCI を探す場所"

Where to Find 追加情報： RHV を搭載した NetApp HCI

このドキュメントに記載されている情報の詳細については、以下のドキュメントや Web

サイトを参照してください。

• NetApp HCI のドキュメント "https://www.netapp.com/us/documentation/hci.aspx"

• Red Hat Virtualization のドキュメント "https://access.redhat.com/documentation/en-

us/red_hat_virtualization/4.3/"

TR-4857 ：『 NetApp HCI with Cisco ACI 』

ネットアップ、 Abhinav Singh 、 Nikhil M Kulkarni

Cisco Application Centric Infrastructure （ Cisco ACI ）は、業界をリードするセキュアでオープンな包括的な

Software Defined Networking （ SDN ）解決策です。Cisco ACI は、インフラの導入とガバナンスを大幅に簡

易化、最適化、高速化し、アプリケーション導入のライフサイクルを迅速化します。データセンターに導入さ

れた Cisco ACI は、完全な相互運用性を備えた NetApp HCI との連携が実証されています。Cisco ACI では、

コンピューティング、ストレージ、アクセス用のイーサネットネットワークを管理できます。サーバからサー

バ、仮想マシン（ VM ）から VM への通信用のセキュアなネットワークセグメントを確立および管理できる

ほか、サーバから NetApp HCI ストレージへの iSCSI を介したストレージネットワークアクセスも保護されま
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す。このレベルのエンドポイントツーエンドポイントネットワークセキュリティにより、お客様はより安全な

方法で NetApp HCI を設計および運用できます。

"次：ユースケース"

ユースケース

Cisco ACI 解決策を搭載した NetApp HCI は、次のユースケースにおいて、お客様に卓越

した価値を提供します。

• ソフトウェアで定義されるオンプレミスのコンピューティング、ストレージ、ネットワークインフラ

• 大規模なエンタープライズ環境やサービスプロバイダ環境

• プライベートクラウド（ VMware と Red Hat ）

• エンドユーザコンピューティングと仮想デスクトップインフラ

• 混在ワークロード環境と混在ストレージ環境

"次の例は、アーキテクチャです"

アーキテクチャ

解決策テクノロジ

このドキュメントでは、 NetApp HCI と Cisco ACI の連携を通じて、フル機能のオンプレミスデータセンター

やプライベートクラウドを実現するためのベストプラクティスについて説明します。ワークロードに独立して

いることを証明するため、ネットワーキングのベストプラクティスは、 NetApp HCI 経由で導入される

VMware vSphere や Red Hat Virtualization などの仮想化ソリューションや、 NetApp ONTAP や StorageGRID

などの他のストレージソリューションにも適用されます。また、 VMware Distributed Switch （ VDS ）、

Cisco ACI Virtual Edge （ AVE ）、 Linux Bridge 、 Open vSwitch など、異なる仮想スイッチを使用する

Cisco ACI スイッチの相互運用性についても強調しています。

NetApp HCI

NetApp HCI は、エンタープライズ対応のハイパーコンバージドインフラ解決策です。即応性、拡張性、管理

性に優れたアーキテクチャに、コンピューティングリソースとストレージリソースを提供します。複数のエン

タープライズクラスのワークロードを実行すると、リソースの競合が発生し、 1 つのワークロードが別のワ

ークロードのパフォーマンスを妨げます。NetApp HCI は、 NetApp Element ソフトウェアに標準で搭載され

ているストレージの QoS （サービス品質）制限に関するこの問題を軽減します。Element を使用すると、す

べてのアプリケーションとボリュームをきめ細かく制御でき、ノイジーネイバーの排除や、エンタープライズ

クラスのパフォーマンス SLA の達成に役立ちます。NetApp HCI のマルチテナンシー機能は、従来のパフォー

マンス関連の問題の多くを解消するのに役立ちます。NetApp HCI の概要については、次の図を参照してくだ

さい。
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NetApp HCI では、導入プロセスを合理化するために、わかりやすい UI の導入エンジンである NetApp

Deployment Engine （ NDE ）を使用します。このエンジンによって、 400 以上の入力項目が 30 未満に自動

化され、約 45 分でセットアップを実行できます。さらに、強力な API スイートにより、管理、オーケストレ

ーション、バックアップ、ディザスタリカバリの高度なツールとシームレスに統合できます。NetApp Hybrid

Cloud Control 管理スイートを使用すると、単一のコンソールでインフラ全体の管理、監視、アップグレード

をライフサイクル全体で実行できます。

Software-Defined Architecture の略

NetApp HCI は、データとストレージリソースの導入と管理を行う Software-Defined アプローチを提供しま

す。NetApp HCI では、 NetApp Element ソフトウェアを使用して、ストレージの自動化、設定、管理を行う

ための使いやすい GUI ベースのポータルと REST ベースの API を提供しています。NetApp Element ソフト

ウェアは、各ストレージノードが環境に保証された容量とスループットを提供することで、拡張性に優れたモ

ジュラ型のパフォーマンスを実現します。

NetApp HCI では、 NetApp Deployment Engine （ NDE ）を使用して、 VMware vSphere 環境のインストー

ルと設定、 NetApp Element Plug-in for vCenter Server の統合など、物理インフラの設定と導入を自動化して

います。次の図は、 NetApp HCI を導入するプロセスの概要を示しています。
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パフォーマンス保証

共通の課題は、複数のアプリケーションが同じインフラを共有している場合に予測可能なパフォーマンスを提

供することです。他のアプリケーションに影響を及ぼすアプリケーションがあると、パフォーマンスが低下し

ます。メインストリーム・アプリケーションには固有の I/O パターンがあり ' 共有環境に導入されると ' 相互

のパフォーマンスに影響を与える可能性がありますこのような問題に対応するために、 NetApp HCI の

Quality of Service （ QoS ；サービス品質）機能を使用すると、すべてのアプリケーションのパフォーマンス

をきめ細かく制御できるため、ノイジーネイバーが排除され、パフォーマンス SLA を満たすことができま

す。NetApp HCI では、最小 IOPS 、最大 IOPS 、バースト時の IOPS の値が各ボリュームに設定されます。

最小 IOPS の設定は、システム上の他のアプリケーションが何を実行するかに関係なく、パフォーマンスを保

証します。最大 IOPS とバースト時の IOPS の値は割り当てを制御するため、システムはすべてのワークロー

ドに一貫したパフォーマンスを提供できます。

NetApp Element ソフトウェアは、 iSCSI ストレージプロトコルを使用します。これは、従来の TCP/IP ネッ

トワークに SCSI コマンドをカプセル化する標準的な方法です。Element では、パフォーマンスを向上させる

ために、 iSCSI ログインリダイレクトという手法を使用します。iSCSI ログインリダイレクトは、 NetApp

Element ソフトウェアクラスタの重要な要素です。ホストログイン要求を受信すると、ノードは、 IOPS とボ

リュームの容量要件に基づいて、トラフィックを処理するクラスタのメンバーを決定します。ボリュームは

NetApp Element ソフトウェアクラスタ全体に分散され、単一のノードがボリュームのトラフィックを大量に

処理している場合や新しいノードが追加された場合に再配置されます。特定のボリュームの複数のコピーがア

レイ全体に割り当てられます。この方法では、ノード障害のあとにボリュームの再配分が発生しても、ログア

ウトして新しい場所にリダイレクトしてログインした場合を超えてホスト接続には影響はありません。iSCSI

ログインリダイレクションを使用する NetApp Element ソフトウェアクラスタは、無停止アップグレードと運

用が可能な自己回復型スケールアウトアーキテクチャです。

相互運用性

旧世代のハイパーコンバージドインフラには、通常、固定のリソース比率が必要で、導入できるノード数は 4

ノード構成と 8 ノード構成に制限されていました。NetApp HCI は分離型ハイパーコンバージドインフラで、

コンピューティングリソースとストレージリソースを個別に拡張できます。非効率でコストが高くつくオーバ

ープロビジョニングを避けられるので、容量やパフォーマンスの計画を立てやすくなります。

アーキテクチャ設計の選択肢によって、ニーズに合わせて確実に拡張できるため、コアティア 1 データセン
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ターのアプリケーションやプラットフォームにも HCI を活用できます。シャーシまたはノードレベルのビ

ルディングブロックで構築されています。各シャーシは、ストレージノードとコンピューティングノードを混

在させる構成で 4 つのノードを保持できます。NetApp HCI は、小規模、中規模、大規模のストレージとコン

ピューティングを組み合わせた構成が可能です。

NetApp HCI は、エンタープライズクラスの機能を備えた、実績のあるマルチプロトコルとハイブリッドクラ

ウドのサポートを提供します。また、複数の異なるホスト仮想化テクノロジやストレージソリューションとの

相互運用性も容易に実現します。アプライアンスとして ONTAP Select と StorageGRID を導入すると、

NetApp HCI のストレージ機能が拡張されて、ファイル、ブロック、オブジェクトストレージの各サービスを

利用できるようになります。NetApp HCI は、さまざまなフレーバーを持つ仮想データセンター向けのアジャ

イルインフラプラットフォームを提供します。VMware vSphere 、 Red Hat Virtualization 、 KVM 、 Citrix ハ

イパーバイザーなどがサポートされているプラットフォームで、 NetApp HCI インフラを使用して、エンター

プライズクラスの拡張性に優れたオンプレミス仮想環境を実現できます。

詳細については、を参照してください "NetApp HCI のドキュメント"。

Cisco ACI

Cisco ACI は、アプリケーションの即応性とデータセンターの自動化を促進する、業界をリードするソフトウ

ェア定義型ネットワーク解決策です。Cisco ACI は、一元化されたポリシーベースの管理機能を備えた包括的

なアーキテクチャを提供します。プログラム可能なデータセンターの Virtual Extensible LAN （ VXLAN ）フ

ァブリックを実装し、仮想、物理、コンテナなどの特性に関係なく、あらゆるワークロードに分散ネットワー

クとセキュリティを提供します。

Cisco ACI は、データセンターにインテントベースのネットワーキングを導入した他社製品です。この製品

は、オーバーレイと集中管理の 2 つの重要な SDN 機能と統合された高性能ハードウェアと堅牢なソフトウェ

アを組み合わせています。ACI ファブリックは、 ACI モードで実行される Cisco Nexus 9000 シリーズスイッ

チと、 3 台以上の中央管理型 Application Policy Infrastructure Controller （ APIC ；アプリケーションポリシ

ーインフラコントローラ）サーバで構成されます。次の図に、 Cisco ACI の概要を示します。
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ポリシーベースのネットワーク

Cisco ACI は、ポリシーベースのモデルを採用しており、ネットワークハードウェアをステートレスにしてい

ます。Application Policy Infrastructure Controller （ APIC ；アプリケーションポリシーインフラコントローラ

）は、 ACI ファブリックのすべてのスイッチを管理および設定する中央コントローラとして機能しま

す。Cisco ACI ファブリックは、宣言型ポリシーモデルを使用して APIC のクラスタによって一元的に設定お

よび管理される Cisco Nexus 9000 シリーズスイッチで構成されます。

Cisco ACI は、論理構造を使用して階層型ポリシーアーキテクチャを形成し、インフラストラクチャ、認証、

セキュリティ、サービスなど、ファブリック全体のさまざまな機能を定義および管理します。 アプリケーシ

ョン、診断。

次の図は、 Cisco ACI のさまざまな論理構成要素間の分類と関係を示しています。
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テナントは、ドメインベースのアクセス制御を実行する管理上の境界を持つ論理コンテナです。これは論理的

なポリシーの分離であり、実際のネットワーク構造には相当しません。

テナント内では、コンテキストは一意のレイヤ 3 転送ポリシードメインです。コンテキストは、従来のネッ

トワークの Virtual Routing and Forwarding （ VRF ；仮想ルーティング転送）概念に直接マッピングできま

す。実際、コンテキストは VRF とも呼ばれます。各コンテキストは個別のレイヤ 3 ドメインであるため、 2

つの異なるコンテキストには、 IP スペースが重複している可能性があります。

コンテキスト内では、ブリッジドメイン（ BD ）は一意のレイヤ 2 転送構造を表します。ブリッジドメイン

は、一意のレイヤ 2 MAC アドレススペースを定義し、レイヤ 2 フラッドドメインまたはレイヤ 3 ゲートウェ

イと均等にすることができます。ブリッジドメインにはゼロのサブネットを含めることができますが、 BD に

存在するホストのルーティングを実行する場合は、少なくとも 1 つのサブネットが必要です。

ACI では、エンドポイントとはネットワーク上で通信するもので、コンピューティングホスト、ストレージデ

バイス、 ACI ファブリックに含まれないネットワークエンティティ、 VM などです。同じポリシー要件を持

つエンドポイントのグループは、エンドポイントグループ（ EPG ）に分類されます。EPG は、複数のエンド

ポイントをまとめて設定および管理するために使用されます。EPG はブリッジドメインのメンバーです。1

つの EPG を複数のブリッジドメインのメンバーにすることはできませんが、複数の EPG を 1 つのブリッジ

ドメインのメンバーにすることはできます。

同じ EPG に属するすべてのエンドポイントは相互に通信できます。ただし、異なる EPG 内のエンドポイン

トはデフォルトで通信できませんが、 2 つの EPG 間に契約が存在し、その通信が許可されている場合は通信

できます。従来のネットワーキングの ACL と契約を一致させることができます。ただし、 ACL とは異なり、

特定の IP アドレスを送信元および宛先として指定する必要がなく、契約が EPG 全体に適用されるという点

です。

を参照してください "Cisco ACI のドキュメント" を参照してください。

ネットワークの利点

Cisco ACI は、従来のネットワークに比べて多くのメリットを提供します。プログラミング性と自動化は、拡
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張性に優れたデータセンター仮想化インフラの重要な機能であり、 Cisco ACI のポリシーベースのメカニズ

ムによって、最適な物理ネットワークと仮想ネットワークを提供する多くの機会が得られます。

• * Virtual Machine Manager （ VMM ）の統合。 * Cisco ACI のオープン REST API 機能により、仮想環境

との統合が容易になります。Cisco ACI は、複数のハイパーバイザーとの VMM 統合をサポートし、ハイ

パーバイザーの仮想スイッチに対する自動アクセスと制御を ACI のネットワーク構成に提供します。ACI

での VMM 統合は、 ACI ポリシーフレームワークを仮想ワークロードにシームレスに拡張します。つま

り、 VMM の統合により、 Cisco ACI は仮想ホストで実行される仮想スイッチを制御し、 ACI ファブリッ

クのアクセスポリシーを仮想ワークロードに拡張できます。また、ハイパーバイザーの仮想スイッチの導

入と設定タスクも自動化されます。Cisco ACI VMM の統合により、次のようなメリットが得られます。

◦ 物理環境と仮想環境のポリシーを一元管理できます APIC を使用

◦ 仮想環境でアプリケーションを透過的にインスタンス化することで、アプリケーションの導入を高速

化します

◦ を使用して、アプリケーションの健全性を完全に統合して可視化します 物理環境と仮想環境にわたる

包括的な情報の集約

◦ VM への接続に必要なポートグループまたは VM NIC プロファイルが自動的に作成されるため、仮想

ワークロードのネットワーク設定が簡易化されます。Cisco ACI VMM の統合の詳細については、を参

照してください "シスコのマニュアル"。さらに、 Cisco ACI を参照してください バージョンの互換性

の詳細については、を参照

• * マイクロセグメンテーション。 * Cisco ACI でマイクロセグメンテーションを使用すると、既存のアプリ

ケーション EPG のエンドポイントを、ネットワークベースまたは VM ベースの属性を使用してマイクロ

セグメント（ uSeg ） EPG に分類できます。これにより、エンドポイントをより細かくフィルタリング

し、それらのエンドポイントに特定の動的ポリシーを適用できます。マイクロセグメンテーションは、テ

ナント内の任意のエンドポイントに適用できます。Cisco では、 Cisco ACI Virtual Edge 、 VMware VDS

、 Microsoft vSwitch など、さまざまな仮想スイッチでマイクロセグメンテーションをサポートしていま

す。uSeg EPG は複数の属性で設定できますが、エンドポイントを割り当てることができる EPG は 1 つ

だけです。詳細については、を参照してください "Cisco ACI 仮想化ガイド" をクリックします。

• * Intra-EPG Isolation 。 * デフォルトでは、同じ EPG に属するすべてのエンドポイントが相互に通信でき

ます。Cisco ACI の EPG 内分離は、同じ EPG 内のエンドポイントが互いに通信するのを防ぐ機能で

す。ACI リーフからハイパーバイザーホストへのトラフィックやハイパーバイザーホストから ACI リーフ

へのトラフィックに異なる VLAN を使用することで、分離を実現します。EPG 内分離は、アプリケーシ

ョン EPG とマイクロセグメント EPG の両方に適用できます。の特定のバージョンを参照してください

"Cisco ACI 仮想化ガイド" を参照してください。

アーキテクチャ図
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この図は、この解決策向けに設計された Cisco ACI を使用した NetApp HCI の物理アーキテクチャを示してい

ます。スパインを介して接続され、 3 つの APIC からなるクラスターによって管理される 2 つのリーフスイ

ッチが、 ACI ファブリックを形成します。リーフスイッチは、外部接続用にアップストリームルータに接続

されています。ケーブル 2 本のオプションで NetApp HCI コンピューティングノードのペアを 3 組（ハイパ

ーバイザー専用の各ペア）構成します。4 つのストレージノードをケーブル 4 本の方法で Element クラスタ

に接続しました。システムに ONTAP 機能を提供するには、 AFF A200 ノードのペアを使用します。

ハードウェアとソフトウェアの要件

コンピューティング

次の表に、解決策で使用されるハードウェアとソフトウェアのコンピューティングリソースを示します。解決

策の実装で使用されるコンポーネントは、お客様の要件に応じて異なる場合があります。

ハードウェア モデル 数量

NetApp HCI コンピューティングノ

ード

NetApp H410C 6.

ソフトウェア 目的 バージョン

VMware ESXi 仮想化 6.7

VMware vCenter Server Appliance

の略
仮想化管理 6.7

Red Hat Enterprise Linux の場合 オペレーティングシステム 7.7

KVM の略 仮想化 1.5.3-167

Red Hat 仮想化 仮想化 4.3.9

ストレージ

次の表に、この解決策で使用されるハードウェアとソフトウェアのストレージリソースを示します。解決策の

特定の実装で使用されるコンポーネントは、お客様の要件に応じて異なる場合があります。
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ハードウェア モデル 数量

NetApp HCI ストレージノード NetApp H410S 4.

AFF A200 2.

ソフトウェア 目的 バージョン

NetApp HCI インフラ 1.8

NetApp Element ストレージ 12.0

ONTAP ストレージ 9.7P6.

ONTAP Select の場合 ストレージ 9.7

ストレージグリッド ストレージ 11.3

ネットワーキング

次の表に、この解決策で使用されるハードウェアとソフトウェアのネットワークリソースを示します。解決策

の特定の実装で使用されるコンポーネントは、お客様の要件に応じて異なる場合があります。

ハードウェア モデル 数量

Cisco UCS サーバ UCS C-220 M3 3.

Cisco Nexus の場合 N9K-C9336-pq 2.

Cisco Nexus の場合 N9K-C9396-PX 2.

ソフトウェア 目的 バージョン

Cisco APIC Network Management の略 3.2 （ 9 時間）

Cisco Nexus ACI モードスイッチ ネットワーク 13.2 （ 9h ）

Cisco AVE ネットワーク 1.2.9

Open vSwitch （ OVS ） ネットワーク 2.9.2

VMware Virtual Distributed Switch

の 1 つ
ネットワーク 6.6

"次：設計上の考慮事項"

設計上の考慮事項

ネットワーク設計

Cisco ACI ファブリックの最小構成は、 2 つのリーフスイッチと 2 つのスパインスイッチで構成されます。こ

れらのスイッチには、ファブリック全体を管理および制御する 3 つ以上の APIC が含まれます。すべてのワー

クロードはリーフスイッチに接続されます。スパインスイッチはネットワークのバックボーンであり、すべて

のリーフスイッチの相互接続を行います。相互接続できるリーフスイッチは 2 つありません。各リーフスイ

ッチは、フルメッシュトポロジで各スパインスイッチに接続されています。

この 2 層スパイン / リーフアーキテクチャでは、サーバがどのリーフスイッチに接続されているかに関係な

く、トラフィックは常に同じデバイス数を超えて、ファブリックに接続されている別のサーバに到達します（
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他のサーバが同じリーフに配置されている場合を除く）。このアプローチにより、レイテンシを予測可能なレ

ベルに維持できます。

設計を計算（ Compute Design

NetApp HCI を使用した高可用性インフラに最低限必要なコンピューティングノード数は 2 つです。NetApp

HCI には、ケーブル接続用の 2 つのオプションがあります。ケーブルは 2 本から 6 本までです。NetApp HCI

H410C コンピューティングノードには、 2 つの 1GbE ポート（ポート A と B ）と 4 つの 10 / 25GbE ポート

（ポート C 、 D 、 E 、 F ）が搭載されています。ケーブルを 2 本使用する場合は、ポート D と E をアップ

リンクスイッチへの接続に使用し、 6 本のケーブルを使用する場合は A から F までのすべてのポートを使用

します。各ノードには、 Intelligent Platform Management Interface （ IPMI ）機能をサポートするアウトオブ

バンド管理ポートも追加されています。この解決策では、コンピューティングノードにケーブル 2 本のオプ

ションを使用します。

VMware 環境には、 NetApp HCI に NetApp Deployment Engine （ NDE ）と呼ばれる自動導入ツールが付属

しています。VMware 以外の環境では、コンピューティングノードにハイパーバイザーやオペレーティングシ

ステムを手動でインストールする必要があります。

ストレージ設計

NetApp HCI では、ストレージノードにケーブル 4 本のオプションを使用します。NetApp HCI H410S ストレ

ージノードは、オンボードの 2 つの 1GbE ポート（ポート A と B ）と 2 つの 10 / 25GbE ポート（ポート C

と D ）で構成されています。2 つの 1GbE ポートは管理トラフィックに使用される Bond1G （アクティブ /

パッシブモード）としてバンドルされており、 2 つの 10 / 25GbE ポートはストレージデータトラフィックに

使用される Bond10G （ LACP アクティブモード）としてバンドルされています。

VMware 以外の環境では、 NetApp HCI ストレージクラスタの最小構成は 4 ノードです。1.8 より前のバージ

ョンの NetApp HCI を VMware 環境で使用する場合の最小構成は、 4 つのストレージノードです。ただし、

VMware 環境で HCI バージョン 1.8 を使用する場合、 NetApp HCI ストレージクラスタの最小構成は 2 ノー

ドです。NetApp HCI の 2 ノードストレージクラスタの詳細については、のドキュメントを参照してください

"こちらをご覧ください"。

"次の例： VMware vSphere ： NetApp HCI with Cisco ACI"

Cisco ACI で NetApp HCI を導入する

VMware vSphere ： NetApp HCI と Cisco ACI

VMware vSphere は、耐障害性と信頼性に優れた仮想インフラストラクチャを構築する

ための、業界をリードする仮想化プラットフォームです。vSphere には、仮想化レイ

ヤ、管理レイヤ、インターフェイスレイヤがあります。VMware vSphere の中核となる

コンポーネントは、 ESXi サーバと vCenter Server の 2 つです。VMware ESXi は、 VM

と仮想アプライアンスのホストを容易にするために物理マシンにインストールされるハ

イパーバイザーソフトウェアです。vCenter Server は、ネットワークで接続された複数

の ESXi ホストを管理してホストリソースをプールするためのサービスです。VMware

vSphere の詳細については、のドキュメントを参照してください "こちらをご覧くださ

い"。

ワークフロー

次のワークフローを使用して仮想環境を構成しました。それぞれの手順で、複数のタスクを実行する必要があ
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ります。

1. UCS C シリーズサーバに Nexus 9000 スイッチを ACI モードで、 APIC ソフトウェアをインストールして

設定します。インストールとアップグレードを参照してください "ドキュメント" を参照してください。

2. を参照して ACI ファブリックの設定とセットアップを行います "ドキュメント"。

3. NetApp HCI ノードに必要なテナント、アプリケーションプロファイル、ブリッジドメイン、および PG

を設定します。iSCSI を除き、 BD to One EPG フレームワークを 1 つ使用することを推奨します。のド

キュメントを参照してください "こちらをご覧ください" 詳細：必要な EPG の最小セットは、帯域内管

理、 iSCSI 、 iSCSI-A 、 iSCSI-B 、 VM モーションです。 VM データネットワークとネイティブ。

iSCSI マルチパスには、 iSCSI-A と iSCSI-B の 2 つの iSCSI PG が必要です。それぞれに 1

つのアクティブアップリンクが必要です。

ネットアップ管理ノードには、両方のアップリンクがアクティブな iSCSI EPG が必要で

す。

4. 要件に基づいて、 VLAN プール、物理ドメイン、および AEP を作成します。個々のポートのスイッチプ

ロファイルとインターフェイスプロファイルを作成します。次に、物理ドメインを接続し、静的パスを

EPG に設定します。を参照してください "コンフィギュレーションガイド" 詳細：
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NetApp HCI コンピューティングノードに接続するインターフェイスにはアクセスポートポ

リシーグループを使用し、 NetApp HCI ストレージノードへのインターフェイスには vPC

ポリシーグループを使用します。

5. ワークロード間のアクセスを厳密に制御するための契約を作成して割り当てます。契約の設定の詳細につ

いては、ガイドを参照してください "こちらをご覧ください"。

6. NDE を使用して NetApp HCI をインストールおよび設定する。ネットワーク用の VDS ポートグループを

含む、必要なすべてのパラメータが設定され、 mNode VM もインストールされます。を参照してくださ

い "導入ガイド" を参照してください。

7. VMM と VMware VDS を組み合わせた Cisco ACI の統合はオプションですが、 VMM 統合機能を使用する

ことがベストプラクティスです。VMM 統合を使用しない場合は、 NDE がインストールされた VDS を

Cisco ACI の物理ドメイン添付ファイルを使用してネットワーク接続に使用できます。

8. VMM 統合を使用している場合、 NDE がインストールした VDS は ACI で完全に管理できず、読み取り専

用 VMM ドメインとして追加できます。このようなシナリオを回避し、 Cisco ACI の VMM ネットワーク

機能を効率的に使用するには、新しい VMware vSphere Distributed Switch （ vDS ）と明示的な動的

VLAN プールを使用して、 ACI で新しい VMware VMM ドメインを作成します。作成された VMM ドメイ

ンは、サポートされている任意の仮想スイッチと統合できます。

a. * VDS と統合。 * ACI と VDS を統合する場合は、仮想スイッチのタイプとして VMware Distributed

Switch を選択します。次の表に示す構成のベストプラクティスを考慮してください。を参照してくだ

さい "コンフィギュレーションガイド" 詳細：
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b. *Integrate with Cisco AVE. * Cisco AVE を Cisco ACI に統合する場合は、 Cisco AVE にする仮想スイ

ッチのタイプを選択します。Cisco AVE では、内部ポートグループと外部ポートグループ間の通信

に、 Internal タイプの一意の VLAN プールが必要です。この表に記載されている構成のベストプラク

ティスに従ってください。を参照してください "インストールガイド" Cisco AVE をインストールして

設定するには、次の手順を実行
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9. Pre-Provision Resolution 即時性を使用して、 VMM ドメインを EPG に接続します。次に、 NDE が作成

した VDS からすべての VMNIC 、 VMkernel ポート、 VNIC を ACI によって作成された VDS や AVE に

移行します。iSCSI-A と iSCSI-B のアップリンクのフェイルオーバーとチーミングポリシーを、それぞれ

1 つのアクティブアップリンクに設定します。VM から ACI によって作成されたポートグループに VMNIC

を接続して、ネットワークリソースにアクセスできるようになりました。Cisco ACI によって管理される

VDS 上のポートグループは、「 <tenant-name> | <application-profile-name> | <EPG-name> 」の形式にな

ります。

VMM コントローラが仮想スイッチに接続される前でも、リーフスイッチにポートポリシー

が確実にダウンロードされるようにするには、事前プロビジョニング解決の即時性が必要

です。
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10. マイクロセグメンテーションを使用する場合は、右 BD にマイクロセグメント（ uSeg ） EPG を取り付

けます。VMware vSphere で属性を作成し、必要な VM に接続します。VMM ドメインで Enable Tag

Collection が有効になっていることを確認します。対応する属性を使用して uSeg EPG を設定し、 VMM

ドメインをその属性に接続します。これにより、エンドポイント VM の通信をより細かく制御できます。

この解決策の NetApp HCI 上の VMware vSphere のネットワーク機能は、 VMware VDS または Cisco

AVE を使用して提供されます。

VMware VDS

VMware vSphere Distributed Switch （ VDS ）は、クラスタ内またはクラスタセット内の複数の ESXi ホスト

に接続する仮想スイッチです。仮想マシンは、複数のホストに移行する際に一貫したネットワーク設定を維持

できます。VDS を使用すると、 vSphere 環境でネットワーク構成を一元管理することもできます。詳細につ

いては、を参照してください "VDS のドキュメント"。
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次の表に、 Cisco ACI と VMware VDS を設定して統合する際に必要なパラメータとベストプラクティスを示

します。
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リソース 構成に関する考慮事項 ベストプラクティス

エンドポイントグループ • ネイティブ VLAN 用の個別の

EPG

• ネイティブ VLAN EPG の HCI

ストレージノードおよびコンピ

ューティングノードへのインタ

ーフェイスの静的バインディン

グは、 802.1P モードを使用し

ます。これは、ノード検出で

NDE を実行するために必要で

す。

• iSCSI 、 iSCSI-A 、および

iSCSI-B の各 EPG を共通の

BD で分離します

• iSCSI-A と iSCSI-B は iSCSI マ

ルチパス用で、使用されます

ESXi ホストの VMkernel ポー

トの場合

• 実行前に iSCSI EPG に接続す

る物理ドメイン NDE

• iSCSI 、 iSCSI-A 、および

iSCSI-B の各 EPG に接続され

る VMM ドメイン

• EPG 間の契約を明確に定義す

る。通信に必要なポートのみを

許可します。

• NDE のノード検出に一意のネ

イティブ VLAN を使用します

• VMkernel ポートに接続されて

いるポートグループに対応する

EPG の場合、 VMM ドメイン

は、即時の解決のための事前プ

ロビジョニングで接続されます

インターフェイスポリシー • すべての ESXi の共通リーフア

クセスポートポリシーグループ

ホスト

• NetApp HCI ストレージノード

ごとに 1 つの vPC ポリシーグ

ループ

• LLDP が有効、 CDP が無効

• ダイナミック割り当てを有効に

して VMM ドメインの VLAN プ

ールを分離します オン

• では、 LACP アクティブポー

トチャネルポリシーで vPC を

使用することを推奨します

NetApp HCI ストレージノード

へのインターフェイス

• コンピューティングノードには

個別のインターフェイスを使用

し、 LACP は使用しないこと

を推奨します。

VMM の統合 • ローカルスイッチングの優先順

位

• アクセスモードは読み取り / 書

き込みです。

• MAC-Pining-Physical-NIC-

vSwitch ポリシーのロード

• 検出ポリシーの LLDP

• マイクロセグメンテーションを

使用する場合は、タグの収集を

有効にします

101



リソース 構成に関する考慮事項 ベストプラクティス

VDS • 両方のアップリンクが iSCSI

ポートグループに対してアクテ

ィブです

• iSCSI-A と iSCSI-B ごとに 1 つ

のアップリンク

• すべてのポートグループを「ル

ートベース」にするためのロー

ドバランシング方式 物理 NIC

負荷時

• iSCSI VMkernel ポートを移行

して、一度に 1 つずつ移行し

ます NDE が VDS を ACI 統合

VDS に導入したからの時間

拡張が容易 • 同じリーフアクセスポートを接

続して NDE スケールを実行し

ます 追加する ESXi ホストのポ

リシーグループを指定します

• NetApp HCI ストレージノード

ごとに 1 つの vPC ポリシーグ

ループ

• NDE の拡張を成功させるに

は、個々のインターフェイス（

ESXi ホストの場合）と vPC （

ストレージノードの場合）をネ

イティブのインバンド管理、

iSCSI 、 VM モーションの各

PG に接続する必要があります

• LLDP が有効、 CDP が無効

• では、 LACP アクティブポー

トチャネルポリシーで vPC を

使用することを推奨します

NetApp HCI ストレージノード

へのインターフェイス

• コンピューティングノードには

個別のインターフェイスを使用

し、 LACP は使用しないこと

を推奨します。

トラフィックのロードバランシングでは、 vPC を使用したポートチャネルを、アクティブモー

ドの VDS 上の LAG とともに Cisco ACI で使用できます。ただし、 iSCSI マルチパスと比較す

ると、 LACP を使用するとストレージのパフォーマンスに影響する可能性があります。

Cisco AVE

Cisco ACI Virtual Edge （ AVE ）は、 Cisco ACI ポリシーモデルを仮想インフラに拡張する、 Cisco によって

提供される仮想スイッチです。ハイパーバイザーのネイティブ仮想スイッチの上に配置される、ハイパーバイ

ザーに依存しない分散ネットワークサービスです。VM ベースの解決策を使用する基盤の仮想スイッチを活用

して、仮想環境をネットワークで可視化します。Cisco AVE の詳細については、を参照してください "ドキュ

メント"。次の図は、テストで使用した ESXi ホスト上の Cisco AVE の内部ネットワークを示しています。

102

https://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/application-centric-infrastructure-virtual-edge/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/application-centric-infrastructure-virtual-edge/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/application-centric-infrastructure-virtual-edge/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/application-centric-infrastructure-virtual-edge/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/application-centric-infrastructure-virtual-edge/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/application-centric-infrastructure-virtual-edge/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/application-centric-infrastructure-virtual-edge/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/application-centric-infrastructure-virtual-edge/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/application-centric-infrastructure-virtual-edge/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/application-centric-infrastructure-virtual-edge/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/application-centric-infrastructure-virtual-edge/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/application-centric-infrastructure-virtual-edge/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/application-centric-infrastructure-virtual-edge/index.html


次の表に、 VMware ESXi で Cisco ACI と Cisco AVE の設定と統合に必要なパラメータとベストプラクティス

を示します。Cisco AVE は現在、 VMware vSphere でのみサポートされています。
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リソース 構成に関する考慮事項 ベストプラクティス

エンドポイントグループ • ネイティブ VLAN 用の個別の

EPG

• ネイティブ VLAN EPG の HCI

ストレージノードおよびコンピ

ューティングノードへのインタ

ーフェイスの静的バインディン

グは、 802.1P モードを使用し

ます。これは、ノード検出で

NDE を実行するために必要で

す。

• iSCSI 、 iSCSI-A 、および

iSCSI-B の各 EPG を共通の

BD で分離します

• iSCSI-A と iSCSI-B は iSCSI マ

ルチパス用で、使用されます

ESXi ホストの VMkernel ポー

トの場合

• 実行前に iSCSI EPG に接続す

る物理ドメイン NDE

• VMM ドメインは、 iSCSI 、

iSCSI-A 、および iSCSI-B の各

EPG に接続されます

• ダイナミック割り当てを有効に

して VMM ドメインの VLAN プ

ールを分離します オン

• EPG 間の契約を明確に定義す

る。通信に必要なポートのみを

許可します。

• NDE のノード検出に一意のネ

イティブ VLAN を使用します

• VMM ドメインのネイティブス

イッチングモードは、それを含

む EPG に使用します ホストの

VMkernel アダプタに接続され

ているポートグループに対応し

ます

• 対応する EPG には VMM ドメ

インの AVE スイッチングモー

ドを使用します ユーザ VM ト

ラフィックを伝送するポートグ

ループへ

• VMkernel ポートに接続されて

いるポートグループに対応する

EPG の場合、 VMM ドメイン

は、即時の解決のための事前プ

ロビジョニングを使用して接続

されます

インターフェイスポリシー • NetApp HCI ストレージノード

ごとに 1 つの vPC ポリシーグ

ループ

• LLDP が有効、 CDP が無効

• NDE 検出を実行する前に、次

の手順を実行します。

◦ すべての ESXi ホストのリ

ーフアクセスポートポリシ

ーグループ

• NDE を実行した後の Cisco

AVE の場合：

◦ ESXi ホストごとに 1 つの

vPC ポリシーグループ

• Cisco AVE の場合は、 vPC を

使用して ESXi ホストに接続す

ることを推奨します

• vPC と ESXi のポートチャネル

ポリシーでスタティックモード

を使用します

• ポートチャネルにレイヤ 4

SRC ポートロードバランシン

グハッシュ方式を使用します

ポリシー

• ネットアップでは、 LACP の

アクティブポートチャネルポリ

シーで vPC を使用することを

推奨します NetApp HCI ストレ

ージノードへのインターフェイ

ス
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リソース 構成に関する考慮事項 ベストプラクティス

VMM の統合 • ロールを持つ新しい VLAN 範

囲（または Encap Block ）を

作成します VLAN プールに接

続された内部割り当ておよび動

的割り当て VMM ドメインの場

合

• マルチキャストアドレスのプー

ルを作成します（各 EPG に 1

つのアドレス）。

• マルチキャストのプールとは異

なる別のマルチキャストアドレ

スを予約します AVE ファブリ

ック全体のマルチキャストアド

レス用のアドレス

• ローカルスイッチングの優先順

位

• 読み取り / 書き込みモードにす

るアクセスモード

• vSwitch ポリシーの静的モード

• vSwitch ポートチャネルポリシ

ーとインターフェイスポリシー

グループのポートチャネルを確

認します ポリシーが同じモー

ドを使用しています

• 検出ポリシーの LLDP

• マイクロセグメンテーションを

使用する場合は、タグ収集を有

効にします

• デフォルトエンキャップモード

の推奨オプションは VXLAN で

す

VDS • 両方のアップリンクが iSCSI

ポートグループに対してアクテ

ィブです

• iSCSI-A と iSCSI-B ごとに 1 つ

のアップリンク

• iSCSI VMkernel ポートの移行

は、一度に 1 つずつ実行しま

す NDE が導入する VDS から

ACI 統合 VDS へ

• すべてのポートグループをルー

トベースにするためのロードバ

ランシング方式 IP ハッシュ上
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リソース 構成に関する考慮事項 ベストプラクティス

Cisco AVE • アクセスポートインターフェイ

スポリシーグループを使用し

て、 NDE を ESXi ホストに対

して実行します。NDE を正常

に実行するには、 ESXi ホスト

への個々のインターフェイスを

ネイティブのインバンド管理、

iSCSI 、 VM モーションの各

PG に接続する必要がありま

す。

• 環境が稼働したら、ホストをメ

ンテナンスモードにし、スタテ

ィックモードをオンにした状態

でインターフェイスポリシーグ

ループを vPC に移行し、必要

なすべての EPG に vPC を割

り当てて、ホストをメンテナン

スモードから削除します。すべ

てのホストについて、同じ手順

を繰り返します。

• AVE インストールプロセスを

実行して AVE 制御 VM をイン

ストールします すべてのホス

ト

• AVE 制御 VM のインストール

には、ホスト上のローカルデー

タストアを使用します。各ホス

トには、 1 つの AVE 制御 VM

がインストールされている必要

があります それ

• 場合によっては、インバンド管

理 VLAN でネットワークプロ

トコルプロファイルを使用しま

す そのネットワークでは

DHCP を使用できません
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リソース 構成に関する考慮事項 ベストプラクティス

拡張が容易 • 追加する ESXi ホストのアクセ

スポートインターフェイスポリ

シーグループで NDE 拡張を実

行します。NDE を正常に実行

するには、個々のインターフェ

イスをネイティブのインバンド

管理、 iSCSI 、 VM モーショ

ン EPG に接続する必要があり

ます。

• * ESXi ホストが vSphere クラ

スタに追加されたら、ホストを

メンテナンスモードにし、イン

ターフェイスポリシーグループ

を静的モードをオンにした

vPC に移行します。次に、

vPC を必要な EPG.* に接続し

ます

• インストールする新しいホスト

で AVE インストールプロセス

を実行します そのホスト上の

Ave コントロール VM

• NetApp HCI ストレージノード

ごとに 1 つの vPC ポリシーグ

ループをに割り当てます をク

ラスタに追加します

• LLDP が有効、 CDP が無効

• ホスト上のローカルデータスト

アを使用して AVE コントロー

ルをインストールします VM

• 場合によっては、インバンド管

理 VLAN でネットワークプロ

トコルプロファイルを使用しま

す そのネットワークでは

DHCP を使用できません

• では、 LACP アクティブポー

トチャネルポリシーで vPC を

使用することを推奨します

NetApp HCI ストレージノード

へのインターフェイス

トラフィックのロードバランシングでは、ポートチャネルと vPC を使用して、 ESXi ホスト上

の LAG とともに Cisco ACI でアクティブモードの LACP で使用できます。ただし、 iSCSI マ

ルチパスと比較すると、 LACP を使用するとストレージのパフォーマンスに影響する可能性が

あります。

"次の例： Red Hat Virtualization ： NetApp HCI with Cisco ACI"

Red Hat Virtualization ： NetApp HCI with Cisco ACI

Red Hat Virtualization （ RHV ）は、 KVM ハイパーバイザーを使用する Red Hat Enterprise Linux で実行され

るエンタープライズ仮想データセンタープラットフォームです。RHV の主要なコンポーネントには、 Red

Hat Virtualization Hosts （ RHV-H ）と Red Hat Virtualization Manager （ RHV-M ）があります。RHV-M は、

仮想化された RHV 環境内の物理リソースと論理リソースに対して、エンタープライズクラスの一元管理を提

供します。RHV-H は、 RHV ハイパーバイザとしての物理サーバのセットアップを容易にするために最適化さ

れた、 Red Hat Enterprise Linux ベースの最小限の軽量オペレーティングシステムです。RHV の詳細につい

ては、のマニュアルを参照してください "こちらをご覧ください"。次の図は、 RHV の概要を示しています。
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Cisco APIC リリース 3.1 から、 Cisco ACI は VMM と Red Hat Virtualization 環境との統合をサポートしてい

ます。Cisco APIC の RHV VMM ドメインは、 RHV-M に接続され、データセンターオブジェクトに直接関連

付けられます。このデータセンターの下にあるすべての RHV-H クラスタは VMM ドメインの一部と見なされ

ます。Cisco ACI では、 EPG が ACI の RHV VMM ドメインに接続されると、 RHV-M に論理ネットワークが

自動的に作成されます。Red Hat VMM ドメインの一部である RHV ホストは、 Linux ブリッジまたは Open

vSwitch をその仮想スイッチとして使用できます。この統合により、 RHV-M 上のネットワーク設定が簡素化

および自動化され、システム管理者およびネットワーク管理者の多くの手作業が削減されます。

ワークフロー

次のワークフローを使用して、仮想環境をセットアップします。それぞれの手順で、複数のタスクを実行する

必要があります。

1. UCS C シリーズサーバに Nexus 9000 スイッチを ACI モードで、 APIC ソフトウェアをインストールして

設定します。インストールとアップグレードを参照してください "ドキュメント" を参照してください。

2. を参照して ACI ファブリックの設定とセットアップを行います "ドキュメント"。

3. NetApp HCI ノードに必要なテナント、アプリケーションプロファイル、ブリッジドメイン、および PG

を設定します。iSCSI を除き、 BD to One EPG フレームワークを 1 つ使用することを推奨します。のド

キュメントを参照してください "こちらをご覧ください" 詳細：必要な最小限の EPG は、インバンド管

理、 iSCSI 、 VM モーション、 VM データネットワーク、ネイティブです。

4. 要件に基づいて、 VLAN プール、物理ドメイン、および AEP を作成します。vPC と個々のポートのスイ

ッチおよびインターフェイスプロファイルとポリシーを作成します。次に、物理ドメインを接続し、静的

パスを EPG に設定します。を参照してください "コンフィギュレーションガイド" 詳細：次の表に、 ACI

と RHV 上の Linux ブリッジを統合するためのベストプラクティスを示します。
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NetApp HCI ストレージおよびコンピューティングノードに接続するインターフェイスに

は、 vPC ポリシーグループを使用します。

5. ワークロード間のアクセスを厳密に制御するための契約を作成して割り当てます。契約の設定の詳細につ

いては、ガイドを参照してください "こちらをご覧ください"。

6. NetApp HCI Element クラスタをインストールして設定します。このインストールでは NDE を使用しない

でください。代わりに、 HCI ストレージノードにスタンドアロンの Element クラスタをインストールし

ます。次に、 RHV を取り付けるために必要なボリュームを構成します。NetApp HCI に RHV を取り付け

る。を参照してください "NetApp HCI NVA の RHV" 詳細：

7. RHV インストールでは、 ovirtmgmt というデフォルトの管理ネットワークが作成されます。VMM は、

Cisco ACI と RHV をオプションで統合することができますが、 VMM の統合を活用することが推奨されま

す。他の論理ネットワークを手動で作成しないでください。Cisco ACI VMM 統合を使用するには、事前プ

ロビジョニングの即時性を使用して、 Red Hat VMM ドメインを作成し、必要なすべての EPG に VMM ド
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メインを接続します。このプロセスにより、対応する論理ネットワークと vNIC プロファイルが自動的

に作成されます。vNIC プロファイルを直接使用して、通信用のホストおよび VM に接続できます。Cisco

ACI によって管理されるネットワークは、「 <tenant-name> | <application-profile-name> | <EPG-name>

」という形式で、「 ACI _ <rhv-mvm-domain-name> 」という形式のラベルでタグ付けされます。を参照

してください "シスコのホワイトペーパー" RHV 用の VMM ドメインの作成および構成用。また、 NetApp

HCI で RHV を Cisco ACI に統合する際のベストプラクティスについては、次の表を参照してください。

virtmgmt を除き、他のすべての論理ネットワークは Cisco ACI で管理できます。
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この解決策の RHVH ホストのネットワーク機能は、 Linux ブリッジによって提供されます。

Linux ブリッジ

Linux Bridge は、通常 KVM/QEMU ベースのハイパーバイザーで使用されるすべての Linux ディストリビュー

ション上のデフォルトの仮想スイッチです。MAC アドレスに基づいてネットワーク間でトラフィックを転送

するように指定されているため、レイヤ 2 仮想スイッチと見なされます。詳細については、のドキュメント

を参照してください "こちらをご覧ください"。次の図は、 RHV-H 上の Linux Bridge の内部ネットワークを示

しています（テスト済み）。

次の表に、 Cisco ACI と RHV ホスト上の Linux ブリッジの設定と統合に必要なパラメータとベストプラクテ

ィスを示します。
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リソース 設定に関する考慮事項 ベストプラクティス

エンドポイントグループ • ネイティブ VLAN 用の個別の

EPG

• HCI ストレージノードおよびコ

ンピューティングノードへのイ

ンターフェイスの静的バインド

ネイティブ VLAN EPG を

802.1P モードにする

• インバンド管理 EPG およびで

必要な vPC のスタティックバ

インディング RHV を取り付け

る前の iSCSI EPG

• ダイナミック割り当てを有効に

して VMM ドメインの VLAN プ

ールを分離します オン

• EPG 間の契約を明確に定義す

る。通信に必要なポートのみを

許可します。

• Element クラスタの形成時に検

出に一意のネイティブ VLAN

を使用します

• VMkernel ポートに接続されて

いるポートグループに対応する

EPG の場合、 VMM ドメイン

は、「事前プロビジョニング」

を使用してただちに接続されま

す

インターフェイスポリシー • RHV-H ホストごとに 1 つの

vPC ポリシーグループ

• NetApp HCI ストレージノード

ごとに 1 つの vPC ポリシーグ

ループ

• LLDP が有効、 CDP が無効

• RHV-H ホストへの vPC の使用

を推奨します

• ポートチャネルポリシーには「

LACP Active 」を使用します

• には、「グレースフルコンバー

ジェンス」および「対称ハッシ

ング」コントロールビットのみ

を使用してください ポートチ

ャネルポリシーでは、の「

layer4 src-port 」ロードバラン

シングハッシュ方式を使用しま

す LACP アクティブポートチ

ャネルで vPC を使用する場合

に推奨されるポートチャネルポ

リシー NetApp HCI ストレージ

ノードへのインターフェイスに

関するポリシー

VMM の統合 • ホスト管理論理インターフェイ

スを、 odvirtmgmt からに移行

しないでください その他の論

理ネットワーク

• iSCSI 論理に移行する iSCSI ホ

スト論理インターフェイス ACI

VMM 統合によって管理される

ネットワーク

virtmgmt 論理ネットワークを除き、他のすべてのインフラストラクチャ論理ネットワークを

Cisco APIC 上に作成して VMM ドメインにマッピングすることができます。「 ovirtmgmt 」論

理ネットワークは、物理ドメインに接続された帯域内管理 EPG 上のスタティックパスバイン

ディングを使用します。

"次の例： RHEL での KVM ： NetApp HCI with Cisco ACI"
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RHEL 上の KVM ： NetApp HCI と Cisco ACI

KVM （ Kernel-Based Virtual Machine ）は、 Intel VT や AMD-V などの x86 ハードウェ

ア上の Linux 向けのオープンソースの完全仮想化解決策ですつまり、 KVM によって

Linux マシンをハイパーバイザーに変えることができるため、ホストは複数の分離され

た VM を実行できます。

KVM は、すべての Linux マシンをタイプ 1 （ベアメタル）ハイパーバイザーに変換します。KVM はどの

Linux ディストリビューションにも実装できますが、 Red Hat Enterprise Linux のように、サポートされてい

る Linux ディストリビューションに KVM を実装すると KVM の機能が拡張されます。ゲスト間でリソースを

交換したり、共通ライブラリを共有したり、システムパフォーマンスを最適化したりできます。

ワークフロー

仮想環境のセットアップでは、次のワークフローを使用しました。それぞれの手順で、複数のタスクを実行す

る必要があります。

1. ACI モードで Nexus 9000 スイッチをインストールして設定し、 UCS C シリーズサーバに APIC ソフトウ

ェアをインストールして設定します。インストールとアップグレードを参照してください "ドキュメント"

を参照してください。

2. を参照し、 ACI ファブリックの設定とセットアップを行います 。 "ドキュメント"。

3. NetApp HCI ノードに必要なテナント、アプリケーションプロファイル、ブリッジドメイン、および PG

を設定します。iSCSI を除き、 BD—to-One-EPG フレームワークを使用することを推奨します。のドキュ

メントを参照してください "こちらをご覧ください" 詳細：必要な EPG の最小セットは、インバンド管

理、 iSCSI 、 VM Motion 、 VM データネットワーク、ネイティブです。

4. 要件に基づいて、 VLAN プール、物理ドメイン、および AEP を作成します。vPC と個々のポートのスイ

ッチおよびインターフェイスプロファイルとポリシーを作成します。次に、物理ドメインを接続し、静的

パスを EPG に設定します。を参照してください "コンフィギュレーションガイド" 詳細：また、 RHEL –

KVM ハイパーバイザーで ACI と Open vSwitch を統合する際のベストプラクティスについても、この表を

参照してください。

NetApp HCI ストレージおよびコンピューティングノードに接続するインターフェイスに

は、 vPC ポリシーグループを使用します。

5. ワークロード間のアクセスを厳密に制御するための契約を作成して割り当てます。契約の設定の詳細につ

いては、ガイドを参照してください "こちらをご覧ください"。

6. NetApp HCI Element クラスタをインストールして設定このインストールでは NDE を使用しないでくださ

い。代わりに、 HCI ストレージノードにスタンドアロンの Element クラスタをインストールします。次

に、 RHEL のインストールに必要なボリュームを設定します。NetApp HCI コンピューティングノードに

RHEL 、 KVM 、および Open vSwitch をインストールします。ホストと VM の共有ストレージサービス

として Element ボリュームを使用して、ハイパーバイザー上のストレージプールを設定します。RHEL で

の KVM のインストールと設定の詳細については、を参照してください "Red Hat のドキュメント"。を参

照してください Open vSwitch の設定の詳細については、を参照してください。

7. RHEL KVM ハイパーバイザーの Open vSwitch は、 VMM を Cisco ACI と統合できません。ACI のリーフ

スイッチと RHEL ホストを接続するインターフェイスで必要な VLAN を許可するために、必要なすべて

の EPG で物理ドメインと静的パスを設定する必要があります。また、 RHEL ホストに対応する OVS ブ

リッジを設定し、これらのブリッジを使用するように VM を設定します。この解決策の RHEL KVM ホス

トのネットワーク機能は、 Open vSwitch 仮想スイッチを使用して実現されます。
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Open vSwitch の場合

Open vSwitch は、オープンソースのエンタープライズクラスの仮想スイッチプラットフォームです。仮想ネ

ットワークブリッジとフロールールを使用して、ホスト間でパケットを転送します。プログラミングフロール

ールは、 OVS では標準の Linux ブリッジとは動作が異なります。OVS プラグインは、 VLAN を使用してト

ラフィックをタグ付けしません。代わりに、仮想スイッチ上のフロールールをプログラムして、出口インター

フェイスに転送する前にトラフィックを操作する方法を指定します。フロールールは、着信トラフィックと発

信トラフィックの処理方法を決定します。次の図は、 RHEL ベースの KVM ホスト上の Open vSwitch の内部

ネットワークを示しています。

次の表に、 RHEL ベースの KVM ホストに Cisco ACI と Open vSwitch を設定するための必須パラメータとベ

ストプラクティスを示します。
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リソース 構成に関する考慮事項 ベストプラクティス

エンドポイントグループ • ネイティブ VLAN 用の個別の

EPG

• HCI ストレージノードおよびコ

ンピューティングノードへのイ

ンターフェイスの静的バインド

ネイティブ VLAN EPG を

802.1P モードにする

• インバンド管理 EPG およびで

必要な vPC のスタティックバ

インディング KVM をインスト

ールする前の iSCSI EPG

• 静的割り当てを有効にして、物

理ドメイン用の VLAN プール

を分離します オン

• EPG 間の契約を明確に定義す

る。通信に必要なポートのみを

許可します。

• Element クラスタの形成時に検

出に一意のネイティブ VLAN

を使用します

インターフェイスポリシー • RHEL ホストごとに 1 つの

vPC ポリシーグループ

• NetApp HCI ストレージノード

ごとに 1 つの vPC ポリシーグ

ループ

• LLDP が有効、 CDP が無効

• ネットアップでは、 vPC を

Rhv_H ホストに使用すること

を推奨します

• ポートチャネルポリシーには

LACP Active を使用します

• にはグレースフルコンバージェ

ンスおよび対称ハッシングコン

トロールビットのみを使用しま

す ポートチャネルポリシー

• ポートチャネルポリシーには、

layer4 src-port ロードバランシ

ングハッシュ方式を使用します

• ネットアップでは、 LACP の

アクティブポートチャネルポリ

シーで vPC を使用することを

推奨します NetApp HCI ストレ

ージノードへのインターフェイ

ス

"次のページ： AFF の ONTAP ： NetApp HCI と Cisco ACI"

AFF の ONTAP ： NetApp HCI と Cisco ACI

NetApp AFF は、低レイテンシのパフォーマンス、統合データプロテクション、マルチ

プロトコルサポート、ノンストップオペレーションを実現する堅牢なストレージプラッ

トフォームです。NetApp ONTAP データ管理ソフトウェアを搭載した NetApp AFF は、

ストレージシステムのメンテナンスからアップグレード、完全な交換に至るまで、ノン

ストップオペレーションを実現します。

NetApp ONTAP は、インライン圧縮、ハードウェアの無停止アップグレード、ストレージ間インポートなど

の機能を備えた強力なストレージオペレーティングシステムです。NetApp ONTAP クラスタは、ユニファイ

ドストレージシステムで、 Network File System （ NFS ）、 Common Internet File System （ CIFS ）、

iSCSI 、 Fibre Channel （ FC ；ファイバチャネル）、 Fibre Channel over Ethernet （ FCoE ）、 NVMe/FC

の各プロトコルのデータアクセスと管理を同時に実行します。ONTAP は、 NetApp MetroCluster 、
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SnapLock 、 Snapshot コピー、 SnapVault 、 SnapMirror 、 SyncMirror テクノロジなど。詳細について

は、を参照してください "ONTAP のドキュメント"。

ストレージの機能をファイルサービスに拡張し、さらに多くのデータ保護機能を追加するために、 ONTAP を

NetApp HCI と組み合わせて使用できます。環境に NetApp ONTAP がすでに存在する場合は、 NetApp HCI と

Cisco ACI との統合が簡単です。

ワークフロー

環境のセットアップでは、次のワークフローを使用しました。それぞれの手順で、複数のタスクを実行する必

要があります。

1. NFS 用の ACI 上に別のブリッジドメインと EPG を作成し、対応するサブネットを使用して他のプロトコ

ルを作成します。HCI に関連する同じ iSCSI PG を使用できます。

2. 必要なポートだけで EPG 間通信を可能にする適切な契約があることを確認します。

3. AFF コントローラへのインターフェイスのインターフェイスポリシーグループおよびセレクタを設定しま

す。ポートチャネルポリシーの LACP アクティブモードで vPC ポリシーグループを作成します。
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4. 作成した EPG に物理ドメインと VMM ドメインの両方を接続します。vPC ポリシーをスタティックパス

として付加し、 Cisco AVE 仮想スイッチの場合は VMM ドメインを接続するときにネイティブスイッチン

グモードを使用します。

5. AFF コントローラに ONTAP クラスタをインストールして設定します。次に、 NFS または iSCSI ボリュ

ーム / LUN を作成して構成します。を参照してください "AFF および ONTAP のドキュメント" を参照し

てください。

6. NFS （またはその他のプロトコル）ポートグループまたは論理ネットワークを接続する VMkernel アダプ

タ（ VMware ESXi の場合）または論理インターフェイス（ RHV - H ホストおよび RHEL - KVM ホストの

場合）を作成します。

7. AFF ストレージを使用して、ハイパーバイザー（ VMware 、 RHV 、または KVM ）に追加のデータスト

ア、ストレージドメイン、またはストレージプールを作成します。

"次のセクション： ONTAP Select with VMware vSphere ： NetApp HCI and Cisco ACI"

ONTAP Select と VMware vSphere ： NetApp HCI と Cisco ACI

NetApp ONTAP Select は、 Software-Defined Storage （ SDS ）向けの NetApp 解決策

であり、 Software-Defined Data Center にエンタープライズクラスのストレージ管理機

能を提供します。ONTAP Select は、 ONTAP の機能を、 IoT や戦術的サーバを含む最先

端のユースケースにまで拡張し、フルストレージシステムとして機能する Software-

Defined Storage アプライアンスとして機能します。シンプルな VM として仮想環境上で

稼働することで、柔軟性と拡張性に優れたストレージ解決策を実現します。

ONTAP を別のソフトウェアアプリケーションの上でソフトウェアとして実行すると、ハイパーバイザーが行

う条件適合確認作業の多くを活用できます。この機能は、サポート対象プラットフォームのリストを迅速に拡

張するために不可欠です。また、 ONTAP を仮想マシン（ VM ）として配置することでユーザは既存の管理フ

レームワークやオーケストレーションフレームワークを使用できるため、迅速なプロビジョニングや、導入か

ら廃止までのエンドツーエンドの自動化が可能です。次の図は、 4 ノード ONTAP Select インスタンスの概要

を示しています。
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NetApp HCI が提供するストレージを使用する環境に ONTAP Select を導入すると、 NetApp Element の機能

が拡張されます。

ワークフロー

次のワークフローを使用して環境をセットアップしました。この解決策では、 2 ノードの ONTAP Select クラ

スタを導入しました。それぞれの手順で、複数のタスクを実行する必要があります。

1. OTS クラスタの内部通信用に L2 BD および EPG を作成し、ネイティブスイッチングモード（ Cisco AVE

仮想スイッチの場合）で VMM ドメインを EPG に事前プロビジョニング解決の即時性で接続します。
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2. VMware vSphere ライセンスがあることを確認します。

3. OTS をホストするデータストアを作成します。

4. に従って、 ONTAP Select を導入して設定します "ONTAP Select のドキュメント"。
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5. ONTAP Select を使用して追加のデータストアを作成し、追加の機能を利用できるようにします。

"次のセクション： StorageGRID with VMware vSphere ： NetApp HCI and Cisco ACI"

StorageGRID と VMware vSphere ： NetApp HCI と Cisco ACI

StorageGRID は、ソフトウェアで定義される堅牢なオブジェクトベースのストレージプ

ラットフォームであり、階層化されたアプローチとインテリジェントなポリシーベース

の管理によって、非構造化データを格納および管理します。データの保持方法、保護方

法、パフォーマンスを最適化しながら、データを管理できます。StorageGRID は、ハー

ドウェアとして導入することも、仮想環境上にアプライアンスとして導入することもで

きます。これにより、ストレージ管理ソフトウェアが基盤のハードウェアから切り離さ

れます。StorageGRID は、新たにサポートされるストレージプラットフォーム領域をオ

ープンし、柔軟性と拡張性を向上させます。StorageGRID プラットフォームサービス

は、ハイブリッドクラウドならではのメリットを実現するための基盤でもあり、パブリ

ッククラウドや他の S3 対応クラウドへのデータの階層化やレプリケーションを可能に

します。を参照してください "StorageGRID" 詳細については、ドキュメントを参照して

ください。次の図は、 StorageGRID ノードの概要を示しています。
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ワークフロー

次のワークフローを使用して環境をセットアップしました。それぞれの手順で、複数のタスクを実行する必要

があります。

1. StorageGRID システムのノード間の内部通信に使用するグリッドネットワークの L2 BD と EPG を作成し

ます。ただし、 StorageGRID のネットワーク設計が複数のグリッドネットワークで構成されている場合

は、 L2 BD ではなく L3 BD を作成します。ネイティブスイッチングモード（ Cisco AVE 仮想スイッチの

場合）および事前プロビジョニング解決の即時性を使用して、 VMM ドメインを EPG に接続します。対

応するポートグループが StorageGRID ノードのグリッドネットワークに使用されます。
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2. StorageGRID ノードをホストするデータストアを作成します。

3. StorageGRID を導入して設定インストールと設定の詳細については、を参照してください "StorageGRID

のドキュメント"。環境にすでに ONTAP または ONTAP Select がインストールされている場合は、ネット

アップファブリックプール機能を使用できます。Fabric Pool は、アクティブなデータがローカルのハイパ

フォーマンスなソリッドステートドライブ（ SSD ）に格納され、アクセス頻度の低いデータが低コスト

のオブジェクトストレージに階層化される自動ストレージ階層化機能です。これは、 NetApp ONTAP 9.2

で初めて導入された機能です。Fabric Pool の詳細については、のマニュアルを参照してください。

"次の例は、検証結果です"
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検証結果

ネットワークのスループットをテストするために iPerf ツールを使用しましたが、ベース

ラインの予測は、テストシステムが最大ラインレートの 10% 以内にスループットを達成

することでした。次の表に、異なる仮想スイッチのテスト結果を示します。

ストレージ IOPS サブシステムの測定には、 IOmeter ツールを使用しました。テストシステムでは、最大ス

ループットの 10% 以内に読み取り / 書き込みスループットを達成することが基本的な想定でした。次の表

に、さまざまなハイパーバイザーのテスト結果を示します。

ネットワーク回線速度とストレージ IOPS のテストについては、次のシナリオを考慮しました。

VMware

• NetApp HCI データストア上の VM （マイクロセグメンテーションあり / なし）

• NetApp ONTAP データストア上の VM

• NetApp ONTAP Select データストア上の VM

Red Hat 仮想化

• NetApp HCI データストア上の VM

• NetApp ONTAP データストア上の VM

KVM （ RHEL ）

• NetApp HCI データストア上の VM

その他

• NetApp HCI データストアを使用する RHV 上の VM 1 台と、 NetApp ONTAP データストアを使用する

VMware vSphere 上の VM 1 台

ハイパーバイザー 仮想スイッチ Iperf Iometer マイクロセグメンテ

ーション

VMware VDS 合格 合格 合格

RHV Linux ブリッジ 合格 合格 該当なし

RHEL-KVM の略 Open vSwitch の場

合

合格 合格 該当なし

"次へ：追加情報の検索場所"

追加情報の検索場所

このドキュメントに記載されている情報の詳細については、以下のドキュメントや Web

サイトを参照してください。

• NetApp HCI のドキュメント
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"https://www.netapp.com/us/documentation/hci.aspx"

• Cisco ACI のドキュメント

"https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/data-center-virtualization/application-centric-

infrastructure/index.html"

• Cisco Nexus 9000 シリーズスイッチ

"http://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/nexus-9000-series-switches/index.html"

• NetApp AFF A シリーズ

"http://www.netapp.com/us/products/storage-systems/all-flash-array/aff-a-series.aspx"

• ONTAP のドキュメント

"https://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp"

• ONTAP Select のドキュメント

"https://docs.netapp.com/us-en/ontap-select/"

• StorageGRID のドキュメント

"https://docs.netapp.com/sgws-113/index.jsp"

• Red Hat 仮想化

"https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_virtualization/4.3/"

• VMware vSphere の場合

"https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/index.html"

• VMware vCenter Server の各機能を使用し

"http://www.vmware.com/products/vcenter-server/overview.html"

• NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます

"http://now.netapp.com/matrix"

• Cisco ACI Virtualization Compatibility Matrix （英語

"https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/Website/datacenter/aci/virtualization/matrix/virtmatrix.html"

• VMware Compatibility Guide 』を参照してください

"http://www.vmware.com/resources/compatibility"
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ワークロードのパフォーマンス
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